
     　

共に生き　豊かさを育む
支え合いと幸せがめぐる　Best Living Village

第6次総合計画を策定しました
総合計画は、今後10年間のまちづくりの基本的な方針を定めるもので、アンケートや

ワークショップ等でお聞かせいただいた皆様のご意見を踏まえて策定しました。 「村民
が幸せに暮らせる住みやすい村」を次世代に受け継いでいけるよう、村民・事業者・行政
が連携して取組を進めましょう。
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共に生き 豊かさを育む 支え合いと幸せがめぐる Best Living Village

白馬村総合計画第 6 次
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基本目標

まち
安心して快適に暮らし
社会的な豊かさを育む

しぜん
自然と共に生き
自然の豊かさを育む

ひと
人と共に生き

心の豊かさを育む

しごと
地域資源を活かし

経済的な豊かさを育む

■ 

白
馬
村
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
（
第
３
期
）

　
白
馬
村
の
将
来
人
口
は
、
２
０
４
０
年
に
約
７
千
人
、
２

０
７
０
年
に
は
５
千
人
を
下
回
る
と
推
計
さ
れ
て
い
ま
す
。

活
力
あ
る
地
域
を
維
持
す
る
た
め
に
、
移
住
者
・
定
住
者
の

確
保
と
出
生
率
上
昇
の
た
め
の
施
策
を
展
開
し
、
長
期
的
に

７
千
人
の
人
口
を
維
持
す
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

　
人
口
減
少
を
緩
や
か
に
抑
え
る
た
め
に
は
、
子
ど
も
・
子

育
て
世
代
の
人
口
を
増
や
す
こ
と
が
重
要
で
す
。
持
続
可
能

な
地
域
で
あ
る
た
め
に
、
以
下
の
施
策
に
重
点
的
に
取
組
み

ま
す
。

・
官
民
連
携
に
よ
る
住
宅
の
確
保
・
整
備

・
子
育
て
世
代
・
生
活
必
須
職
従
事
者
等
に
対
す
る
移
住
・

　
定
住
支
援

・
子
育
て
支
援
と
教
育
環
境
の
整
備
・
充
実

■ 

前
期
基
本
計
画

　
　（
令
和
８
年
度
〜
令
和
12
年
度
）

　
基
本
理
念
・
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
・
基
本
目
標
を
実
現
す
る
た

め
に
、
様
々
な
分
野
の
施
策
及
び
目
標
を
定
め
て
い
ま
す
。

　
こ
こ
で
は
、
重
要
な
指
標
と
し
て
定
め
て
い
る
項
目
を
抜

粋
し
て
記
載
し
ま
す
。

※

計
画
全
文
は
、
白
馬
村
行
政
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ご

覧
い
た
だ
く
か
、
白
馬
村
役
場
総
務
課
で
製
本
し
た
も
の

を
お
渡
し
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■ 

計
画
策
定
の
経
過

・
村
民
ア
ン
ケ
ー
ト
（
回
答
者
８
７
４
人
）

・
中
高
生
ア
ン
ケ
ー
ト
（
回
答
者
２
２
０
名
）

・
計
画
審
議
会
（
団
体
推
薦
＋
公
募
委
員 

30
名×
４
回
）

・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等
（
全
４
回
、
延
べ
１
０
０
名
）

・
未
来
を
考
え
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
参
加
者
約
50
名
）

・
地
区
懇
談
会
（
令
和
７
〜
８
年
度 

25
地
区
）

・
各
種
団
体
等
と
の
意
見
交
換
、
文
化
祭
で
の
意
見
聴
取
等

　
ア
ン
ケ
ー
ト
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
、
計
画

審
議
会
、
各
地
区
懇
談
会
な
ど
、
様
々
な
機
会
を
設
け
て
多

く
の
村
民
の
皆
様
の
ご
意
見
を
伺
い
、
計
画
へ
の
反
映
に
務

め
ま
し
た
。
ご
意
見
を
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
皆
様
、
各
種
会

議
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等
に
ご
参
加
い
た
だ
い
た
皆
様
に
改

め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
村
民
一
人
ひ
と
り
が
幸
せ
に
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
た
め
に

も
、
持
続
可
能
で
住
み
や
す
い
村
を
次
世
代
に
受
け
継
ぐ
た

め
に
も
、
計
画
の
遂
行
に
つ
い
て
村
民
・
事
業
者
の
皆
様
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

お問合せ　白馬村役場　総務課　電話：0261-72-7002

共に生き 豊かさを育む
支え合いと幸せがめぐる Best Living Village＊

白馬村では、今後 10 年間のまちづくりの基本的な方針を定
める「第６次総合計画」を策定しました。
「住みやすい白馬村」の実現に向けて、村民や事業者の皆さん
と一緒に様々な施策に取り組んでいきます。

* Best Living Village：住みやすい村、住み心地の良い村。

守り受け継ぐ
白馬村の価値

村
民
性と多様性

自
然

環境
山岳景観と田

園
風
景

地域
の歴

史と
文
化

7,804
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推計 目標

■ 白馬村を愛する「白馬人」として
　 大切にしたい心意気
　 ～豊かで幸せな地域にしていくために～

　　人とのつながりと支え合い（関係性）

　　おもてなしと思いやり（村民性）

　　自治と協働

　　対話と学び

　　前向きに挑戦する心

　　白馬を愛し楽しむ心

指標 現状値 目標値

「住み続けたい」と思う人の割合 60% 70%

白馬村の住みやすさ 6.03 6.50

日々の暮らしの幸福度 6.78 7.20

村内の温室効果ガス排出量 87,516t 45,343t

年間出生数 34人 35人

行政区加入率 56% 70%
自分は地域の一員であると
感じている人の割合 76% 80%

デマンドタクシーふれAI号利用者数
（年間延べ人数） 15,571人 19,000人

観光振興により地域住民の暮らしが
豊かになると思う人の割合 44% 60%

１人あたりの村民所得 133万円 150万円

地域経済循環率 70% 75%
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4

令
和
８
年
度
予
算
が
可
決
さ
れ
ま
し
た

【
予
算
編
成
に
あ
た
っ
て
】

　
令
和
8
年
度
予
算
が
３
月
議
会
で
成
立
し
ま
し
た

の
で
、概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
令
和
8
年
度
は
、「
白
馬
村
第
６
次
総
合
計
画
」の

前
期
５
年
間
の
基
本
計
画
の
初
年
度
と
し
て
、各
施

策
の
一
層
の
推
進
を
図
る
た
め
、あ
り
た
い
姿
や
目

標
、課
題
等
を
踏
ま
え
、持
続
可
能
な
行
財
政
運
営
を

大
前
提
と
し
、効
果
的
か
つ
効
率
的
に
事
業
展
開
を

推
進
す
る
た
め
、「
農
林
業
の
振
興
と
有
害
鳥
獣
対
策

の
強
化
」「
児
童
福
祉・高
齢
者
福
祉
の
充
実
」「
移
住・

定
住
施
策
の
推
進
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
」「
防

災
減
災
の
村
づ
く
り
と
気
候
変
動
対
策
」「
持
続
性
あ

る
観
光
地
域
づ
く
り
の
促
進
」の
５
項
目
を
重
点
的

か
つ
積
極
的
に
取
り
組
む
べ
き
事
業
と
し
て
全
庁
的

に
展
開
し
て
い
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
、子
育
て
支
援
施
設
建
設
な
ど
の
大
型

事
業
の
ほ
か
、宿
泊
税
を
財
源
と
し
た
白
馬
村
観
光

地
域
づ
く
り
基
金
積
立
金
の
創
設
な
ど
に
よ
り
73
億

2
，2
0
0
万
円（
前
年
度
比
２
億
3
，2
0
0
万
円

の
増
）と
な
り
ま
し
た
。令
和
８
年
度
以
降
も
歳
入
・

歳
出
の
増
加
が
見
込
ま
れ
、い
か
に
し
て
、更
な
る
行

財
政
運
営
の
健
全
化
を
達
成
し
て
い
く
か
は
、職
員

全
員
で
常
に
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
重
要

な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
村
民
の
皆
さ
ま
と
と
も
に
よ
り
良
い
行
財

政
運
営
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、引
き
続
き
ご
理

解
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

白
馬
村
長
　
丸
　
山
　
俊
　
郎

村税 2,018村税 2,018

地方交付税 2,026地方交付税 2,026

県支出金 412県支出金 412

国庫支出金 603国庫支出金 603

繰入金 512繰入金 512

村債 474村債 474

その他 1,277その他 1,277

総務費 1,405総務費 1,405

民生費 1,782民生費 1,782

衛生費 611衛生費 611

農林業費 245農林業費 245

観光商工費 328観光商工費 328

土木費 949土木費 949

消防費 233消防費 233

教育費 619教育費 619

公債費 670公債費 670
その他 405その他 405 議会費 75議会費 75

令和8年度　白馬村一般会計予算　
　歳入歳出73億2,200万円（前年度比2億3,200万円（3.3％）増）

歳入 （単位：百万円）歳出 （単位：百万円）

歳入の主な項目　100万円未満切り捨て
歳入項目 予算額 対前年比 主な内容

村 税 20億1,800万円 26.6％
・個人住民税：5億600万円（+１億7,000万円）
・固定資産税：10億8,300万円（+9,800万円）
・宿泊税：1億4,400万円（皆増）

地 方 消 費
税 交 付 金 2億5,000万円 6.4％ 消費税引上げ分の交付金（社会保障財源化分）1億3,000万円は保健予

防事業などの社会保障施策に全額充当しています。

地方交付税 20億2,600万円 △ 13.6％
国の地方財政計画や過去の交付実績などから算出しています。
・普通交付税：15億5,000万円（△3億6,600万円）
・特別交付税：4億7,600万円（+4,700万円）

国庫支出金 6億300万円 14.3％
・地域未来交付金：2億2,300万円
・障害者自立支援給付負担金：8,700万円
・児童手当国庫交付金：6,000万円　　など

県 支 出 金 4億1,200万円 7.3％
・ジャンプ競技場管理委託金：5,100万円
・国民健康保険基盤安定負担金：4,100万円
・児童手当県費交付金：3,000万円　　など

繰 入 金 5億1,200万円 △ 5.4％
・財政調整基金繰入金：1億円
・ふるさと白馬村を応援する基金繰入金：3億8,200万円　　
・企業版ふるさと白馬村を応援する基金繰入金：1,600万円　　など

村 債 4億7,400万円 11.2％ ・一般補助施設整備等事業債：1億3,700万円
・緊急自然災害防止対策事業債：1億2,600万円　　など
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令
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予
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ま
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【
予
算
編
成
に
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】

　
令
和
8
年
度
予
算
が
３
月
議
会
で
成
立
し
ま
し
た

の
で
、概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
令
和
8
年
度
は
、「
白
馬
村
第
６
次
総
合
計
画
」の

前
期
５
年
間
の
基
本
計
画
の
初
年
度
と
し
て
、各
施

策
の
一
層
の
推
進
を
図
る
た
め
、あ
り
た
い
姿
や
目

標
、課
題
等
を
踏
ま
え
、持
続
可
能
な
行
財
政
運
営
を

大
前
提
と
し
、効
果
的
か
つ
効
率
的
に
事
業
展
開
を

推
進
す
る
た
め
、「
農
林
業
の
振
興
と
有
害
鳥
獣
対
策

の
強
化
」「
児
童
福
祉・高
齢
者
福
祉
の
充
実
」「
移
住・

定
住
施
策
の
推
進
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
」「
防

災
減
災
の
村
づ
く
り
と
気
候
変
動
対
策
」「
持
続
性
あ

る
観
光
地
域
づ
く
り
の
促
進
」の
５
項
目
を
重
点
的

か
つ
積
極
的
に
取
り
組
む
べ
き
事
業
と
し
て
全
庁
的

に
展
開
し
て
い
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
、子
育
て
支
援
施
設
建
設
な
ど
の
大
型

事
業
の
ほ
か
、宿
泊
税
を
財
源
と
し
た
白
馬
村
観
光

地
域
づ
く
り
基
金
積
立
金
の
創
設
な
ど
に
よ
り
73
億

2
，2
0
0
万
円（
前
年
度
比
２
億
3
，2
0
0
万
円

の
増
）と
な
り
ま
し
た
。令
和
８
年
度
以
降
も
歳
入
・

歳
出
の
増
加
が
見
込
ま
れ
、い
か
に
し
て
、更
な
る
行

財
政
運
営
の
健
全
化
を
達
成
し
て
い
く
か
は
、職
員

全
員
で
常
に
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
重
要

な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
村
民
の
皆
さ
ま
と
と
も
に
よ
り
良
い
行
財

政
運
営
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、引
き
続
き
ご
理

解
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

白
馬
村
長
　
丸
　
山
　
俊
　
郎

村税 2,018村税 2,018

地方交付税 2,026地方交付税 2,026

県支出金 412県支出金 412

国庫支出金 603国庫支出金 603

繰入金 512繰入金 512

村債 474村債 474

その他 1,277その他 1,277

総務費 1,405総務費 1,405

民生費 1,782民生費 1,782

衛生費 611衛生費 611

農林業費 245農林業費 245

観光商工費 328観光商工費 328

土木費 949土木費 949

消防費 233消防費 233

教育費 619教育費 619

公債費 670公債費 670
その他 405その他 405 議会費 75議会費 75

令和8年度　白馬村一般会計予算　
　歳入歳出73億2,200万円（前年度比2億3,200万円（3.3％）増）

歳入 （単位：百万円）歳出 （単位：百万円）

歳出の主な項目（目的別）　100万円未満切り捨て
歳出目的別項目 予算額 対前年比 主な内容

議 会 費 7,500万円 △ 3.6％ 議員報酬、議会運営などの経費です。

総 務 費 14億500万円 △ 9.4％
全般的な管理事務、企画、環境、徴税、戸籍、選挙、五輪施設維持管理などに係る経
費です。
・移住・交流・集落支援事業：5,300万円
・地球温暖化対策事業：2,500万円　　など

民 生 費 17億8,200万円 15.9％
高齢者福祉、児童福祉、障がい者福祉、保育園、介護保険、福祉医療などに係る経
費です。
・乗合タクシー運行事業：2,600万円
・子育て支援施設建設事業：3億600万円　など

衛 生 費 6億1,100万円 12.2％
衛生、検診等保健予防、ごみ処理、し尿処理などに係る経費です。
・北アルプス広域連合負担金（塵芥処理事業）：3億100万円
・アルプスPayを活用した妊婦のための支援給付（母子保健衛生事業）：105万円  
  など

農林業費 2億4,500万円 △ 18.8％
農業振興、農業委員会、土地改良、林業振興、地籍調査などに係る経費です。
・農業機械等導入等支援補助金（農業振興事業）：500万円
・有害鳥獣駆除委託料（有害鳥獣被害対策事業）：200万円　　など

観 光 商
工 費

3億2,800万円 △ 0.4％
観光振興、商工振興に係る経費です。
・デマンドタクシー運行委託（公共交通事業）：4,900万円
・白馬村鉱泉源保護管理整備補助金（観光地経営事業）：2,500万円　　など

土 木 費 9億4,900万円 9.0％
道路関係（新設改良・維持補修）、除雪経費、下水道事業への繰出金などです。
・村道維持補修事業：3,500万円
・道路台帳等デジタル化事業：5,400万円　　など

消 防 費 2億3,300万円 △ 19.2％
消防団、常備消防、防災事業に係る経費です。
・消防団員活動服購入（非常備消防事業）：100万円
・防災計画更新委託料（防災事業）：700万円　　など

教 育 費 6億1,900万円 4.6％
小・中学校、社会教育、社会体育、教育委員会に係る経費です。
・白馬中学校ランチルームエアコン設置工事（学校環境整備事業）：1,500万円
・B＆Gプール改修工事（体育施設維持管理事業）：3,800万円　　など

公 債 費 6億7,000万円 △ 4.7％ 過去に借入した資金（起債）の償還金（元金+利子）です。

歳出の主な項目（性質別）　100万円未満切り捨て
歳出性質別項目 予算額 対前年比 主な内容

人 件 費 12億2,400万円 2.9％ 職員に対する報酬、給料、手当などです。

物 件 費 14億7,500万円 △ 7.4％
消耗品費、光熱水費、委託料、備品購入費など消費的支出です。
・ふるさと納税返礼品業務委託料：2億2,200万円
・スクールバス運行委託料：4,100万円　　など

維持補修費 3億4,200万円 △ 1.1％
公共施設の補修、除雪費などの経費です。
・除雪委託料：2億5,100万円
・白馬ジャンプ競技場の修繕費：800万円　　など

扶 助 費 4億1,500万円 △ 7.2％
児童、高齢者、障がい者への扶助的経費です。
・児童手当：1億5,300万円
・自立支援給付費：1億7,200万円　　など

補 助 費 等 16億7,600万円 7.2％
各種補助金、負担金です。
・白馬山麓事務組合等負担金：1億6,400万円
・私立幼稚園運営補助金：300万円　　など

普通建設事業費 6億6,600万円 30.5％
道路、農地、学校、スポーツ文化施設などの公共用施設の新増設などの建設事業
に係る投資的経費です。
・子育て支援施設建設工事：３億円　　
・多目的研修施設等トイレ改修工事：3,000万円　など



　令和 8 年度の特色ある事業を抜粋しました。単位は 100 万円未満を切り捨てています。いただいたご要望はすべて事業化し
たいところですが、限りある予算ですので、より効果があがるように創意工夫のうえ予算計上をしています。

令和8年度の主な事業

令和８年度　国民健康保険事業勘定特別会計・後期高齢者医療特別会計令和８年度　国民健康保険事業勘定特別会計・後期高齢者医療特別会計
◆国民健康保険事業　10億5,145万円
　前年度に比べ8,364万円の減額となります。国保税率は令和9
年までに医療圏単位への平準化を行うため改定を行っており、令和
8年度から始まる子ども・子育て支援納付金が加算されています。
白馬村の令和6年度の一人当たり医療費は28万2,912円で77
市町村中74位となっています。皆様の保険料負担をできるだけ減
らすためにも、医療費の伸びの抑制が求められます。
　保健事業実施計画（データヘルス計画）等により保健事業を推進
します。村民の皆様にも下記を参考に医療費適正化のご協力何卒
よろしくお願いします。
　保健事業では、引き続き特定健診と特定保健指導、若年健診
（30歳代対象）を実施し、被保険者の皆さんの健康管理をお手伝
いします。今年度も、休日の健診日も設けています。昨年に引き続
き、心電図検査と眼底検査を無料で行いますので、年に1度の大切
な健康チェックの機会としてぜひ受診くださるようお願いします。
＜医療費の負担を減らすポイント＞
①健康診査を必ず受けましょう。
　健診を受けて疾病の予防に努めること、無症状で悪化する疾病
を早期発見できることにより、重症化による入院等を予防すること
で治療費の負担が少なくすみます。
②かかりつけ医を持ちましょう。
　日頃から、自分や家族の病気の治療や相談に応じてもらえる「か
かりつけ医」を持ちましょう。紹介状なしで大きな病院を受診すると
費用が余計にかかってしまいます。
③診療時間内に受診しましょう。
　休日や夜間など時間外の医療費は通常よりも高く設定されてい
ます。緊急時以外は、平日の診療時間内に受診しましょう。
④重複受診は避けましょう。
　同じ病気で複数の医療機関にかかってしまうことは、医療費の増
加の原因となります。
⑤薬は正しく使いましょう。

● 農業振興事業：3,500万円
　【農林業の振興と有害鳥獣対策】
　安定的な農林業経営が行われるよう良好な生産環境を確保
するとともに、野生鳥獣の生息域の分離や生息頭数の適正
化を図るため、農業機械や充電式草刈機等の導入補助や広
域的な鳥獣対策として、捕獲システム等の導入や電気柵の設
置事業等を拡充します。

●介護予防・地域支え合い事業：1,700万円
　【児童福祉・高齢者福祉の充実】　　
　子ども・子育て支援環境の整備と高齢者の社会参加促進のた
め、地域包括ケアを強化するとともに、ユニバーサルデザインの
まちづくりを推進するため、介護福祉分野の担い手不足解消を
図る対策として村外からの就職者に対する支援金制度を新た
に創設します。

●心身障害者福祉事業：1億9,700万円、地域生活支援事業：
900万円【児童福祉・高齢者福祉の充実】　
　高齢者等聞こえの不自由な方を対象に社会参加の促進を目的
として、加齢性難聴者補聴器購入補助や講演会や各種会議
等で聞こえをサポートする音声配信システムを導入します。

●学校給食センター事業：1億2,600万円
　【児童福祉・高齢者福祉の充実】　　
　学校給食費について、保護者負担額の軽減措置（いわゆる無
償化）が始まることを受け、小学生は国県補助金の不足分を村

が補助を行い無償化、中学生については村からの補助を約2割
から約4割に拡充し、保護者の負担を軽減します。

●移住・交流・集落支援事業：5,300万円
　【移住・定住の推進とコミュニティの活性化】
　コミュニティ組織を活性化することにより、魅力とにぎわいを創出
する取組を本格化するため、地域おこし協力隊や副業型活性
化起業人を活用し、移住・定住や関係人口創出事業を推進す
るとともに、集落支援員を配置し、各地区の課題の把握や主体
的な取組の支援を行います。

●防災事業：1,800万円
　【防災減災の村づくりと気候変動対策】
　あらゆる自然災害から住民の生命と財産を守る災害に強いまち
づくりを進めるため、近年発生した大規模災害の教訓や社会構
造の変化に合わせて地域防災計画を更新します。

●観光地経営事業：4,000万円
　【持続性ある観光地域づくり】
　環境的持続可能性・社会的持続可能性・経済的持続可能性を
意識した観光地域づくりを進めるため、宿泊税以外の財源につ
いても引き続き研究、検討を進めているところです。今年度は、
法定外税、事業者分担金、利用者協力金など地域の実体経済
を踏まえた新たな候補財源の研究を含め、財源検討の深化を
図ります。

◆後期高齢者医療　1億8,060万円
　後期高齢者医療特別会計は前年度より3,750万円の増額です。
令和８年度から子ども・子育て世帯を社会全体で支えるため、子ども・
子育て支援金制度が開始されることに伴い、保険料を「基礎賦課額」
と「子ども・子育て支援納付金賦課額」の合計額にさだめました。　
　また、令和８年度は２年に１度の保険料率の改正の年となり、次の
表のとおりとなっています。

　令和８年度も引き続き人間ドック受診に対する補助と、国保の特定
検診と併せ高齢者健診（７５歳以上対象）・心電図検査も実施します。
日頃から、適度な運動、地域社会（コミュニティ）への参加など健康づ
くりを心がけ、ジェネリック医薬品の使用や重複他受診を避けるなど
医療費の抑制に努めていただくようお願いします。

　令和8年度白馬村一般会計予算をなるべくわかりやすく「ざっくり」と説明している「令和8年度版　ざっくりわかる　
白馬村の予算」＝通称「ざっくりさん」を白馬村行政公式ホームページ（右記ＱＲ）にて公開しています。白馬村役場総務
課でも配布していますので、お気軽にお問い合わせください。　

お問合せ　白馬村役場　総務課　電話：0261-72-7002

お問合せ　白馬村役場　住民課　電話：0261-85-0715

　自己判断で服薬を中断したり、飲み忘れたりしてしまうと薬が無
駄になるだけでなく、回復が遅れる原因となります。また薬の飲み
合わせによっては、副作用が出ることもあります。かかりつけ薬局
を持ち、いつでも相談できるようにしましょう。
⑥セルフメディケーション※1に取り組みましょう。
　自分の健康は自分で守ることを意識し、日頃から自分の健康状
態と生活習慣をチェックし、ちょっとした体調不良の際に、市販薬
（OTC医薬品※2）などを上手に使って自分自身で健康の維持や病
気の予防・治療に役立てましょう。通院が減ることで医療費の負担
が少なくすみます。また、セルフメディケーション税制※3で所得控
除が可能となります。
※1「セルフメディケーション」･･･「自分自身の健康に責任を持ち、軽度な身体の不調は
　　自分で手当てすること」（WHOの定義）
※2「OTC医薬品」･･･薬局・薬店・ドラッグストアなどで処方せん無しに購入できる医薬品
※3セルフメディケーション税制について詳しくは厚生労働省ホームページ参照

保険料率（被保険者一人当たり）
基礎賦課額
均等割 48,827円
所得割 8.80％
年間保険料限度額 85万円

こども・子育て支援納付金賦課額
1,339円
0.0025％
2万１千円
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　令和 8 年度の特色ある事業を抜粋しました。単位は 100 万円未満を切り捨てています。いただいたご要望はすべて事業化し
たいところですが、限りある予算ですので、より効果があがるように創意工夫のうえ予算計上をしています。

令和8年度の主な事業

令和８年度　国民健康保険事業勘定特別会計・後期高齢者医療特別会計令和８年度　国民健康保険事業勘定特別会計・後期高齢者医療特別会計
◆国民健康保険事業　10億5,145万円
　前年度に比べ8,364万円の減額となります。国保税率は令和9
年までに医療圏単位への平準化を行うため改定を行っており、令和
8年度から始まる子ども・子育て支援納付金が加算されています。
白馬村の令和6年度の一人当たり医療費は28万2,912円で77
市町村中74位となっています。皆様の保険料負担をできるだけ減
らすためにも、医療費の伸びの抑制が求められます。
　保健事業実施計画（データヘルス計画）等により保健事業を推進
します。村民の皆様にも下記を参考に医療費適正化のご協力何卒
よろしくお願いします。
　保健事業では、引き続き特定健診と特定保健指導、若年健診
（30歳代対象）を実施し、被保険者の皆さんの健康管理をお手伝
いします。今年度も、休日の健診日も設けています。昨年に引き続
き、心電図検査と眼底検査を無料で行いますので、年に1度の大切
な健康チェックの機会としてぜひ受診くださるようお願いします。
＜医療費の負担を減らすポイント＞
①健康診査を必ず受けましょう。
　健診を受けて疾病の予防に努めること、無症状で悪化する疾病
を早期発見できることにより、重症化による入院等を予防すること
で治療費の負担が少なくすみます。
②かかりつけ医を持ちましょう。
　日頃から、自分や家族の病気の治療や相談に応じてもらえる「か
かりつけ医」を持ちましょう。紹介状なしで大きな病院を受診すると
費用が余計にかかってしまいます。
③診療時間内に受診しましょう。
　休日や夜間など時間外の医療費は通常よりも高く設定されてい
ます。緊急時以外は、平日の診療時間内に受診しましょう。
④重複受診は避けましょう。
　同じ病気で複数の医療機関にかかってしまうことは、医療費の増
加の原因となります。
⑤薬は正しく使いましょう。

● 農業振興事業：3,500万円
　【農林業の振興と有害鳥獣対策】
　安定的な農林業経営が行われるよう良好な生産環境を確保
するとともに、野生鳥獣の生息域の分離や生息頭数の適正
化を図るため、農業機械や充電式草刈機等の導入補助や広
域的な鳥獣対策として、捕獲システム等の導入や電気柵の設
置事業等を拡充します。

●介護予防・地域支え合い事業：1,700万円
　【児童福祉・高齢者福祉の充実】　　
　子ども・子育て支援環境の整備と高齢者の社会参加促進のた
め、地域包括ケアを強化するとともに、ユニバーサルデザインの
まちづくりを推進するため、介護福祉分野の担い手不足解消を
図る対策として村外からの就職者に対する支援金制度を新た
に創設します。

●心身障害者福祉事業：1億9,700万円、地域生活支援事業：
900万円【児童福祉・高齢者福祉の充実】　
　高齢者等聞こえの不自由な方を対象に社会参加の促進を目的
として、加齢性難聴者補聴器購入補助や講演会や各種会議
等で聞こえをサポートする音声配信システムを導入します。

●学校給食センター事業：1億2,600万円
　【児童福祉・高齢者福祉の充実】　　
　学校給食費について、保護者負担額の軽減措置（いわゆる無
償化）が始まることを受け、小学生は国県補助金の不足分を村

が補助を行い無償化、中学生については村からの補助を約2割
から約4割に拡充し、保護者の負担を軽減します。

●移住・交流・集落支援事業：5,300万円
　【移住・定住の推進とコミュニティの活性化】
　コミュニティ組織を活性化することにより、魅力とにぎわいを創出
する取組を本格化するため、地域おこし協力隊や副業型活性
化起業人を活用し、移住・定住や関係人口創出事業を推進す
るとともに、集落支援員を配置し、各地区の課題の把握や主体
的な取組の支援を行います。

●防災事業：1,800万円
　【防災減災の村づくりと気候変動対策】
　あらゆる自然災害から住民の生命と財産を守る災害に強いまち
づくりを進めるため、近年発生した大規模災害の教訓や社会構
造の変化に合わせて地域防災計画を更新します。

●観光地経営事業：4,000万円
　【持続性ある観光地域づくり】
　環境的持続可能性・社会的持続可能性・経済的持続可能性を
意識した観光地域づくりを進めるため、宿泊税以外の財源につ
いても引き続き研究、検討を進めているところです。今年度は、
法定外税、事業者分担金、利用者協力金など地域の実体経済
を踏まえた新たな候補財源の研究を含め、財源検討の深化を
図ります。

◆後期高齢者医療　1億8,060万円
　後期高齢者医療特別会計は前年度より3,750万円の増額です。
令和８年度から子ども・子育て世帯を社会全体で支えるため、子ども・
子育て支援金制度が開始されることに伴い、保険料を「基礎賦課額」
と「子ども・子育て支援納付金賦課額」の合計額にさだめました。　
　また、令和８年度は２年に１度の保険料率の改正の年となり、次の
表のとおりとなっています。

　令和８年度も引き続き人間ドック受診に対する補助と、国保の特定
検診と併せ高齢者健診（７５歳以上対象）・心電図検査も実施します。
日頃から、適度な運動、地域社会（コミュニティ）への参加など健康づ
くりを心がけ、ジェネリック医薬品の使用や重複他受診を避けるなど
医療費の抑制に努めていただくようお願いします。

　令和8年度白馬村一般会計予算をなるべくわかりやすく「ざっくり」と説明している「令和8年度版　ざっくりわかる　
白馬村の予算」＝通称「ざっくりさん」を白馬村行政公式ホームページ（右記ＱＲ）にて公開しています。白馬村役場総務
課でも配布していますので、お気軽にお問い合わせください。　

お問合せ　白馬村役場　総務課　電話：0261-72-7002

お問合せ　白馬村役場　住民課　電話：0261-85-0715

　自己判断で服薬を中断したり、飲み忘れたりしてしまうと薬が無
駄になるだけでなく、回復が遅れる原因となります。また薬の飲み
合わせによっては、副作用が出ることもあります。かかりつけ薬局
を持ち、いつでも相談できるようにしましょう。
⑥セルフメディケーション※1に取り組みましょう。
　自分の健康は自分で守ることを意識し、日頃から自分の健康状
態と生活習慣をチェックし、ちょっとした体調不良の際に、市販薬
（OTC医薬品※2）などを上手に使って自分自身で健康の維持や病
気の予防・治療に役立てましょう。通院が減ることで医療費の負担
が少なくすみます。また、セルフメディケーション税制※3で所得控
除が可能となります。
※1「セルフメディケーション」･･･「自分自身の健康に責任を持ち、軽度な身体の不調は
　　自分で手当てすること」（WHOの定義）
※2「OTC医薬品」･･･薬局・薬店・ドラッグストアなどで処方せん無しに購入できる医薬品
※3セルフメディケーション税制について詳しくは厚生労働省ホームページ参照

保険料率（被保険者一人当たり）
基礎賦課額
均等割 48,827円
所得割 8.80％
年間保険料限度額 85万円

こども・子育て支援納付金賦課額
1,339円
0.0025％
2万１千円
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し
尿
等
投
入
施
設
整
備

　
令
和
８
年
度
は
、令
和
７
年
度
に
引
き
続
き
、設
計
施
工
監
理

業
務
、建
設
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

　
令
和
７
年
度
に
予
定
し
て
い
た
建
設
工
事
の
う
ち
、土
木
工

事
を
繰
越
し
令
和
８
年
度
に
実
施
し
ま
す
。施
設
の
整
備
は
、

令
和
９
年
度
ま
で
行
う
計
画
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

事
業
費
の
財
源
は
、２
分
の
１
が
国
庫
補
助
金
、残
り
は
地

方
債
や
山
麓
事
務
組
合
か
ら
の
負
担
金
で
、こ
の
負
担
金
は
白

馬
村
及
び
小
谷
村
の
一
般
会
計
か
ら
白
馬
山
麓
事
務
組
合
へ

支
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

浄
化
セ
ン
タ
ー
耐
震
化
及
び

令
和
８
年
度　
白
馬
村
水
道
事
業
会
計
予
算

令
和
8
年
度　
下
水
道
事
業
会
計
予
算

有
収
率
向
上
と
老
朽
化
対
策

　
令
和
８
年
度
に
予
定
し
て
い
る
建
設
改
良
工
事
に
は
、

①
白
馬
駅
前
無
電
柱
化
に
伴
う
配
水
管
布
設
替
工
事

②
老
朽
化
対
策
の
配
水
管
布
設
替
工
事

③
機
器
の
更
新
工
事

④
消
火
栓
新
設
工
事
２
箇
所

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

老
朽
化
対
策
の
配
水
管
布
設
替
工
事
は
４
箇
所
を
施
工

予
定
で
、９
０
９
３
万
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　

駅
前
の
無
電
柱
化
に
伴
う
工
事
に
つ
い
て
は
、

２
０
６
５
万
円
の
事
業
に
対
し
、財
源
と
し
て
県
負
担
金

６
９
５
万
円
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

お問合せ　白馬村役場　上下水道課　電話：0261-85-0714

　
こ
の
他
に
、正
確
な
流
量
の
把
握
の

た
め
、村
内
流
量
計
19
ヶ
所
の
点
検
業

務
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

物
価
高
騰
対
応
生
活
者
支
援
事
業（
水

道
基
本
料
金
減
免
）

　

国
の
物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
地

方
創
生
臨
時
交
付
金
を
活
用
し
て
、水

道
基
本
料
金
２
ヶ
月
分
の
減
免
を
実

施
し
ま
す
。対
象
期
間
は
令
和
８
年
５

月
・
６
月
検
針
分（
６
月
・
７
月
請
求
分
）

で
す
。

　
減
免
額
と
し
て
２
４
０
０
万
円
、シ

ス
テ
ム
改
修
費
と
し
て
30
万
円
を
計

上
し
て
お
り
、財
源
は
全
額
国
庫
補
助

金（
一
般
会
計
を
通
し
て
交
付
）と
な

る
見
込
み
で
す
。

二
股
浄
水
場
再
整
備
事
業

　
令
和
６・
７
年
度
に
実
施
し
た
官
民

連
携
可
能
性
調
査
の
結
果
を
受
け
て
、

デ
ザ
イ
ン
ビ
ル
ド（
設
計
施
工
一
括
発

注
）方
式
で
の
官
民
連
携
に
よ
り
事
業

者
を
選
定
す
る
方
針
と
な
り
ま
し
た
。

事
業
者
選
定
・
発
注
支
援
業
務
委
託
費

と
し
て
、１
７
６
３
万
円
を
計
上
し
て

い
ま
す
。

経
理
事
務
効
率
化

　

水
道
事
業
会
計
の
経
理
事
務
効
率

化
の
た
め
、
企
業
会
計
シ
ス
テ
ム
・

料
金
シ
ス
テ
ム
の
リ
プ
レ
ー
ス
業
務

を
実
施
し
ま
す
。
シ
ス
テ
ム
構
築
に

係
る
費
用
と
し
て
２
０
４
３
万
円

を
計
上
し
て
い
ま
す
。（
全
体
費
用

３
０
５
８
万
円
を
下
水
道
事
業
会
計

と
按
分
）

ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

　

令
和
８
年
度
は
、白
馬
村
浄
化

セ
ン
タ
ー
の
管
理
施
設
、汚
泥
濃

縮
施
設
、汚
泥
脱
水
施
設
、沈
砂
池

施
設
の
更
新
及
び
耐
震
化
詳
細
設

計
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
７
年
度
に
実
施
予
定
と

な
っ
て
い
た
、管
理
施
設
、処
理
水

再
利
用
施
設
、汚
泥
濃
縮
施
設
、汚

泥
脱
水
施
設
、沈
砂
池
施
設
の
改

築
及
び
耐
震
化
詳
細
設
計
に
つ
い

て
は
、入
札
不
調
に
よ
り
令
和
８

年
度
に
繰
越
し
た
た
め
、事
業
の

全
体
計
画
が
約
１
年
遅
れ
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。

　

事
業
費
の
財
源
は
、２
分
の
１

が
国
庫
補
助
金
、残
り
の
２
分
の

１
が
単
独
事
業
分
で
、企
業
債
発

行
に
よ
る
借
入
で
賄
い
ま
す
。

　
経
理
事
務
効
率
化

　

下
水
道
事
業
会
計
の
経
理
事

務
効
率
化
の
た
め
、企
業
会
計
シ

ス
テ
ム
・
料
金
シ
ス
テ
ム
の
リ
プ

レ
ー
ス
業
務
を
実
施
し
ま
す
。シ

ス
テ
ム
構
築
に
係
る
費
用
と
し
て

１
０
１
５
万
円
を
計
上
し
て
い
ま

す
。（
全
体
費
用
３
０
５
８
万
円
を

水
道
事
業
会
計
と
按
分
）

4億1,621万円

5億449万円

5億120万円

7億7,225万円

 8億2,261万円

3億4,801万円

945万円

 2億103万円

3億9,416万円

4億9,129万円

4億7,941万円

 4億5,962万円

5億3,563万円

3億2,402万円

852万円

1億7,911万円
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白
馬
の
屋
根
か
ら
、未
来
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を 

― 

公
共
施
設
へ
の
雪
に
強
い
太
陽
光
発
電
設
備
の
設
置
が
完
了
し
ま
し
た 

―

白
馬
村
で
は
令
和
７
年
度
に
国
の

「
地
域
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
・
脱
炭
素
化
を

同
時
に
実
現
す
る
公
共
施
設
へ
の
自

立
・
分
散
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
等
導
入

事
業
補
助
金
」を
活
用
し
、白
馬
村
保

健
福
祉
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
と
白
馬

村
立
白
馬
中
学
校
の
２
施
設
に
、雪
国

の
気
候
に
適
し
た
屋
根
一
体
型
太
陽

光
発
電
設
備
を
設
置
し
ま
し
た
。

白
馬
村
は
2
0
2
0
年
2
月
に「
ゼ

ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
」を
行
い
、

2
0
2
2
年
1
月
に
は「
白
馬
村
ゼ
ロ

カ
ー
ボ
ン
ビ
ジ
ョ
ン
」を
策
定
し
ま
し

た
。
さ
ら
に
2
0
2
4
年
5
月
に
は
、

よ
り
具
体
的
な
取
組
を
、ス
ピ
ー
ド
感

を
持
っ
て
推
進
す
る
た
め
の
行
動
計

画
と
し
て「
白
馬
村
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
」を
発
表
し
て
い
ま
す
。

今
回
の
設
備
導
入
は
、こ
う
し
た
白
馬

村
の
脱
炭
素
へ
の
歩
み
を
、公
共
施
設

か
ら
具
体
的
な
形
で
示
す
大
き
な
一

歩
で
す
。

２
施
設
を
合
わ
せ
る
と
年
間
約
18
万
k
W
h

の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
屋
根
の
上
で
生
み

出
す
見
込
み
で
す
。
こ
れ
は
一
般
家
庭
約
40
世

帯
分
の
年
間
消
費
電
力
に
相
当
し
ま
す
。
発
電

し
た
電
力
の
う
ち
、保
健
福
祉
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
で
は
約
84
％
、白
馬
中
学
校
で
は
97
％
超

を
各
施
設
内
で
消
費
で
き
る
と
試
算
し
て
お
り
、

電
力
の「
地
産
地
消
」が
着
実
に
進
む
こ
と
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

設
置
施
設
の
概
要

こ
の
設
備
の
３
つ
の
大
き
な
特
徴

① 

雪
に
強
い
太
陽
光
パ
ネ
ル

こ
れ
ま
で
一
般
的
に
普
及
し
て
き
た
架
台
式

の
太
陽
光
パ
ネ
ル
は
、パ
ネ
ル
を
屋
根
の
上
に

浮
か
せ
て
固
定
す
る
構
造
の
た
め
、雪
の
重
み

で
ひ
び
割
れ
た
り
、フ
レ
ー
ム
の
突
起
部
分
に

雪
が
引
っ
か
か
っ
て
発
電
量
が
下
が
る
と
い
っ

た
課
題
が
あ
り
ま
し
た
。
積
雪
へ
の
対
応
強
度

に
も
限
界
が
あ
り
、豪
雪
地
帯
で
の
設
置
は
な

か
な
か
進
ん
で
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

今
回
設
置
し
た
の
は
、パ
ネ
ル
そ
の
も
の
が

屋
根
の
一
部
と
な
っ
て
建
物
と
一
体
化
し
た

屋
根
一
体
型
の
太
陽
光
パ
ネ
ル
で
す
。
表
面

が
平
ら
で
フ
レ
ー
ム
の
突
起
が
な
い
た
め
、積

も
っ
た
雪
が
自
然
に
滑
り
落
ち
や
す
く
、冬
場

で
も
発
電
量
を
高
く
保
て
る
こ
と
が
実
証
実
験

で
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、垂
直
積
雪
量

3
0
0
cm
ま
で
の
地
域
で
も
安
心
し
て
設
置
で

き
る
強
度
を
持
っ
て
お
り
、日
本
有
数
の
豪
雪

地
帯
で
あ
る
白
馬
村
の
環
境
に
適
し
た
設
備
で

す
。実

際
に
、従
来
型
の
パ
ネ
ル
と
比
較
し
た
冬

季（
12
月
か
ら
3
月
）の
発
電
量
デ
ー
タ
で
は
、

屋
根
一
体
型
の
パ
ネ
ル
が
約
３
割
多
く
発
電
で

き
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。「
雪
が
多
い

か
ら
太
陽
光
は
難
し
い
」と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を

覆
す
、雪
国
の
新
し
い
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
と
な
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

② �

停
電
・
災
害
時
に
も
、地
域
を
支
え
る
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
拠
点
へ

こ
の
設
備
は
、平
時
の
電
力
を
太
陽
光
で
ま

か
な
う
だ
け
で
な
く
、大
規
模
停
電
や
災
害
が

発
生
し
た
際
に
も
、施
設
内
へ
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

供
給
で
き
る
仕
組
み
を
備
え
て
い
ま
す
。

保
健
福
祉
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
や
白
馬
中
学

校
は
、避
難
施
設
・
防
災
拠
点
と
し
て
の
役
割

を
担
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
施
設
が
停
電
時

で
も
独
自
に
電
力
を
確
保
で
き
る
よ
う
に
な
る

こ
と
は
、い
ざ
と
い
う
時
に
村
民
の
皆
さ
ん
の

安
全
・
安
心
を
守
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

地
震
や
大
雪
な
ど
、予
測
で
き
な
い
自
然
災

害
に
備
え
た
地
域
の「
強
さ（
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
）」

を
高
め
る
取
り
組
み
と
し
て
、今
回
の
設
備
導

入
を
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。

 

③ �

発
電
の
よ
う
す
が「
見
え
る
」、村
民
み
ん
な

へ
の
学
び
の
場

両
施
設
に
は
、エ
ネ
ル
ギ
ー
の
発
電
量
・
消

費
量
な
ど
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
表
示
す
る
モ
ニ

タ
ー
を
設
置
し
ま
し
た
。
今
、屋
根
の
上
で
ど

れ
だ
け
の
電
気
が
作
ら
れ
て
い
る
か
、施
設
で

ど
れ
だ
け
使
わ
れ
て
い
る
か
、一
目
で
わ
か
る

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

施
設
を
訪
れ
た
際
に
は
、ぜ
ひ
画
面
を
の
ぞ

い
て
み
て
く
だ
さ
い
。
晴
れ
た
日
と
曇
り
の
日
、

夏
と
冬
の
違
い
な
ど
、再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
特
徴
を
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
け
ま
す
。
子

ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、脱
炭
素
を「
自
分
ご
と
」

と
し
て
考
え
る
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

◆令和8年2月稼働初月の実績発電量
令和8年2月に稼働を開始した実績発電量は以下のとおりです。

施設名 2月発電量
白馬村保健福祉ふれあいセンター 5,511.3 kWh

白馬村立白馬中学校 3,005.6 kWh
※�令和8年2月の実績値（交流電力量）です。冬季かつ稼働初月データのため、日照時

間が長くなる春以降はさらに多くの発電が見込まれます。

◆年間発電量（試算）
施設名 年間発電量

（試算）
自家消費率
（試算）

電力自給率
（試算）

白馬村保健福祉ふれあいセンター 116,079 kWh/年 84.0% 25.4%
白馬村立白馬中学校 65,917 kWh/年 97.2% 17.2%

※�上記の数値は令和８年度以降を想定した試算値です。実績データは今後順次公表していく予定です。
※�自家消費率の分母（消費電力量）は、電力契約の関係上、ふれあいセンターについては白馬村役場と

の合算、白馬中学校については学校給食センターとの合算となっています。
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お問合せ　白馬村役場　総務課　電話：0261-72-7002

お問合せ　白馬村役場　建設課　　電話：0261-85-0724

白
馬
村
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
ビ
ジ
ョ
ン
と

の
つ
な
が
り

白
馬
村
は「
白
馬
村
ゼ
ロ
カ
ー
ボ

ン
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
お
い
て
2
0
5
0

年
ま
で
に
C
O
2
排
出
量
実
質
ゼ
ロ
、

「
白
馬
村
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
ロ
ー
ド
マ
ッ

プ
」
に
お
い
て
2
0
3
0
年
ま
で
に

2
0
1
6
年
度
比
で
C
O
2
排
出
量

60
%
削
減
の
目
標
を
定
め
ま
し
た
。

そ
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
重
点
施
策

の
一
つ
が
、「
白
馬
村
の
気
候
的
特
徴

や
景
観
と
の
共
存
が
可
能
な
形
で
の

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
の
推
進
」

で
あ
り
、建
築
物
の
壁
面
や
屋
根
に

設
置
す
る
タ
イ
プ
の
太
陽
光
発
電
の

積
極
導
入
が
明
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

白
馬
村
で
は
景
観
保
護
の
観
点
か

ら
、野
立
て（
地
面
に
直
接
設
置
す
る

タ
イ
プ
）の
太
陽
光
発
電
設
備
の
設

置
は
ほ
と
ん
ど
全
面
的
に
禁
止
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
制
約
の
中

で
、屋
根
一
体
型
の
パ
ネ
ル
は
、北
ア

ル
プ
ス
の
山
並
み
や
白
馬
ら
し
い
景

観
を
損
な
う
こ
と
な
く
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
導
入
で
き
る
、ま
さ
に

白
馬
村
の
地
域
特
性
に
合
っ
た
選
択

で
す
。

公
共
施
設
の
屋
根
を
活
か
し
て
生

み
出
し
た
ク
リ
ー
ン
な
電
力
を
、ま

ず
施
設
内
で
使
う
。
余
っ
た
電
力
は

地
域
で
活
用
す
る
。
こ
の「
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
地
産
地
消
」の
取
り
組
み
を
、

村
内
外
に
向
け
た
雪
国
に
お
け
る
太

陽
光
活
用
の
新
し
い
モ
デ
ル
と
し
て

発
信
し
て
い
き
ま
す
。

 

村
民
の
皆
さ
ま
へ

白
馬
村
の
自
然
は
、
次
の
世
代
へ

引
き
継
い
で
い
く
べ
き
大
切
な「
い

の
ち
」で
す
。
公
共
施
設
で
の
取
り
組

み
は
、脱
炭
素
に
向
け
た
村
全
体
の

歩
み
の
一
部
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
ご
家

庭
や
事
業
所
で
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使

い
方
を
見
直
す
こ
と
、省
エ
ネ
へ
の

意
識
を
高
め
る
こ
と
な
ど
、皆
さ
ん

一
人
ひ
と
り
の
行
動
が
、白
馬
村
の

未
来
を
つ
く
り
ま
す
。

白
馬
中
学
校
　
や
ま
び
こ
ホ
ー
ル

白
馬
村
役
場
　
村
民
ホ
ー
ル

モ
ニ
タ
ー
設
置
場
所

白
馬
村
空
家
等
対
策
協
議
会
委
員
の
募
集
し
ま
す

　
「
白
馬
村
空
家
等
対
策
協
議
会
」と
は
、白

馬
村
空
家
等
の
適
正
な
管
理
及
び
活
用
の
促

進
に
関
す
る
条
例
第
６
条
の
規
定
に
基
づ
き
、

地
域
住
民
の
生
活
環
境
の
保
全
を
図
り
、あ

わ
せ
て
空
家
等
の
活
用
の
促
進
に
向
け
て
の

課
題
等
を
協
議
す
る
場
と
し
て
設
置
す
る
も

の
で
す
。

　

こ
の
度
、令
和
８
年
度
か
ら
の
公
募
委
員

を
募
集
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
の
で
、

空
等
対
策
の
あ
り
方
に
つ
い
て
積
極
的
な
意

見
を
述
べ
て
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

【
募
集
概
要
】

１　
募
集
人
数

・
２
名

２　
任　
　
期

・��

任
命
の
日
か
ら
２
年
間（
令
和
９
年
３
月
ま
で
）

３　
委
員
会
開
催

・�

概
ね
年
２
回
程
度（
場
合
に
よ
っ
て
は
回
数

が
増
え
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
）

４　
そ
の
他

・�

委
員
に
は
条
例
で
定
め
ら
れ
た
報
酬
額
を

お
支
払
い
し
ま
す

【
応
募
要
領
】

１　
応
募
資
格

　
次
の
①
～
⑤
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
方

（
再
任
を
妨
げ
ま
せ
ん
）

①�

白
馬
村
に
住
民
登
録
し
て
い
る
18
歳
以
上

の
方（
令
和
８
年
４
月
１
日
現
在
）

②�

他
の
審
議
会
等
の
公
募
委
員
に
選
任
さ
れ

て
い
な
い
方

③�

行
政
区
に
加
入
し
て
い
る
な
ど
地
域
活
動

に
積
極
的
に
参
加
し
て
い
る
方

④�

村
税
や
公
共
料
金
等
に
滞
納
の
な
い
方

⑤�

白
馬
村
の
空
家
等
対
策
に
つ
い
て
関
心
を

持
ち
、ご
意
見
を
お
持
ち
の
方

２　
応
募
方
法

　
「
応
募
申
込
書
」に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

白
馬
村
役
場
総
務
課
に
持
参
、郵
送
、フ
ァ
ッ

ク
ス
又
は
メ
ー
ル
に
よ
り
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。ま
た
、以
下
の
テ
ー
マ
に
関
す
る
意
見
、

考
え
を
必
ず
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
テ
ー
マ
：

�　
「
白
馬
村
の
空
き
家
対
策
、空
き
家
活
用
の

あ
り
方
に
つ
い
て
」

◆
提
出
期
限
：

�　
５
月
29
日（
金
曜
日
）必
着

（
ご
持
参
い
た
だ
く
場
合
は
、平
日
午
前
８
時

30
分
か
ら
17
時
ま
で
）

◆
応
募
申
込
書
：

　

総
務
課
窓
口
で
入
手
い
た
だ
く
か
、白
馬

村
行
政
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
の
う
え
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

３　
選
考
方
法

　
提
出
い
た
だ
い
た
応
募
申
込
書
を
も
と
に
、

選
考
委
員
会
に
よ
り
選
考
を
行
い
ま
す
。結

果
は
ご
本
人
宛
に
通
知
し
ま
す
。
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●
白
馬
村
で
投
票
で
き
る
人

　
今
回
の
選
挙
で
投
票
で
き
る
人
は
選
挙
人
名

簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
次
の
人
で
す
。

○�

年
齢　

投
票
日
に
満
18
歳
以
上
の
人（
平
成

20
年
７
月
12
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
）

○�

住
所　

令
和
8
年
４
月
６
日
以
前
か
ら
投
票

日
ま
た
は
期
日
前
投
票
を
し
た
日
ま
で
の
間
、

引
き
続
き
白
馬
村
に
住
所
の
あ
る
人

●
期
日
前
投
票

　
投
票
日
当
日
に
仕
事
や
旅
行
、レ
ジ
ャ
ー
、冠

婚
葬
祭
等
の
用
務
が
あ
る
場
合
、選
挙
期
日
前

で
あ
っ
て
も
、選
挙
期
日
と
同
じ
手
続
き
に
よ

り
投
票
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○�
場　
所　

�

白
馬
村
役
場
２
階

	

２
０
１・
２
０
２
会
議
室

○�
時　
間　
午
前
８
時
30
分
か
ら
20
時

○�

期　
間　

�
７
月
８
日（
水
曜
日
）か
ら
７
月
11

日（
土
曜
日
）

○
持
ち
物　

�
投
票
所
入
場
券（
入
場
券
を
お
持

ち
で
な
く
て
も
選
挙
権
の
あ
る
方

で
あ
れ
ば
ご
本
人
確
認
の
う
え
投

票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。）

●
入
場
券

　

入
場
券
は
、告
示
日
以
降
に
世
帯
ご
と
に
郵

送
し
ま
す
。

●
選
挙
公
報

　
選
挙
公
報
は
７
月
８
日
に
各
世
帯
へ
発
送
す

る
ほ
か
、白
馬
村
行
政
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ

掲
載
、役
場
村
民
ホ
ー
ル
へ
の
設
置
を
行
い
ま

す
。（
無
投
票
に
な
っ
た
場
合
、選
挙
公
報
は
発

行
し
ま
せ
ん
。）

　
お
手
元
に
届
か
な
い
場
合
や
郵
送
を
希
望
す

る
場
合
は
選
挙
管
理
委
員
会
ま
で
お
問
合
せ
く

だ
さ
い
。

●
投
票
所

白
馬
村
長
選
挙
及
び
白
馬
村
議
会
議

員
再
選
挙
へ
立
候
補
を
予
定
さ
れ
て

い
る
方
へ

●
正
し
い
選
挙
運
動
を

　

選
挙
運
動
が
で
き
る
の
は
、立
候
補
の
届
出

が
受
理
さ
れ
て
か
ら
で
す
。そ
れ
以
前
の
選
挙

運
動
は
一
切
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。ま
た
、

公
職
選
挙
法
に
よ
り
禁
止
さ
れ
て
い
る
運
動
に

つ
い
て
は
５
月
号
に
掲
載
し
ま
す
。

●
選
挙
日
程

違
反
の
な
い
明
る
い
選
挙
を
実
現
し

ま
し
ょ
う
。

お問合せ　白馬村選挙管理委員会（白馬村役場　総務課）電話：0261-72-7002

第１投票所 白馬村多目的研修集会施設 白馬町・深空・八方口・大出・蕨平・嶺方

第２投票所 塩島基幹センター 森上・塩島・通・立の間・青鬼・野平

第５投票所 白馬村農業体験実習館 飯田・飯森・めいてつ

第６投票所 沢渡公民館 内山・佐野・沢渡

第７投票所 堀之内地区高齢者支え合いセンター 三日市場・堀之内

第８投票所 八方文化会館 八方・和田野・山麓

第９投票所 新田公民館 新田・どんぐり・切久保・落倉

第10投票所 瑞穂農業生活改善センター 瑞穂・エコーランド・みそら野

日時 内容 場所
6月1日（月曜日） 	  9時30分から
	 13時30分から

立候補予定者説明会(村長)
立候補予定者説明会(村議) 役場201・202会議室

6月30日（火曜日）13時から17時 届出書類事前審査 役場庁議室
7月6日（月曜日）10時から12時

【選挙人名簿登録基準日・登録日】 選挙運動用自動車点検 役場駐車場

7月7日（火曜日）8時30分から17時
【選挙告示日】

・立候補届出
・選挙運動開始 役場201・202会議室

7月8日（水曜日） 期日前投票開始 役場201・202会議室
7月9日（木曜日） 選挙立会人届出最終日
7月11日（土曜日） 期日前投票最終日 役場201・202会議室
7月12日（日曜日） 選挙期日・投開票
7月13日（月曜日）9時から 当選証書付与 役場201・202会議室

今回の選挙は私たちの未来を託すとても身近で大切な選挙です。棄権することなく必ず投票に行きましょう。
また、昨年の白馬村議会議員一般選挙において立候補者が議員定数を下回り、村議会議員が１名不足しているため、公
職選挙法の規定により、同日に再選挙を行います。

投票日・投票時間　７月12日（日曜日）　午前７時から19時

7月12日（日曜日）は
白馬村長選挙・白馬村議会議員再選挙の投票日です

告示日　７月７日（火曜日）
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お問合せ　白馬村役場　総務課　電話：0261-72-7002

【参事・課長級】
新所属課名 新任職名 氏名 前所属課等

総務課 参事兼課長 田中克俊 総務課長

住民課 課長 松澤拓哉 健康福祉課長補佐兼福祉介護
係長

農政課 課長 伊藤達男 農政課長補佐兼林務係長
建設課 課長 田中洋介 農政課長

【課長補佐・係長級】
新所属課名 新任職名 氏名 前所属課等

農政課
課長補佐兼土地

改良係長 
兼国土調査係長

柏原英司 農政課土地改良係長

教育委員会事務局 
生涯学習スポーツ課

課長補佐 
兼スポーツ振興

係長
太田和也 生涯学習スポーツ課スポーツ

振興係長

健康福祉課 福祉介護係長 大森倫子 教育委員会事務局 
教育課給食保健係長

農政課 農政係長 尾澤宗高 農政課国土調査係長
上下水道課 上下水道係長 山岸大輝 上下水道課上下水道係

教育委員会事務局 
教育課 給食保健係長 大塚三貴子 会計室会計係

教育委員会事務局 
生涯学習スポーツ課

生涯学習係長兼
公民館長 大塚敦司 農政課農政係長

教育委員会事務局 
しろうま保育園

園長 北條亜紀子 主任保育士
主任保育士 武田恵理 子育て支援ルーム主任保育士

教育委員会事務局 
子育て支援ルーム 主任保育士 太田智美 しろうま保育園園長

【主査・主任・主事級】
新所属課名 新任職名 氏名 前所属課等

総務課
主査 早川敬 教育委員会事務局 

教育課教育係
主任 藤戸洸 上下水道課業務係

税務課
主査 栗山大貴

教育委員会事務局 
生涯学習スポーツ課スポーツ
振興係

主任 飯田佳奈 住民課住民係
住民課 主事 小川はな美 税務課課税係

健康福祉課 主査 伊東里志 総務課総務係
農政課 主査 原田瑞希 税務課課税係

建設課
主査 鷲澤友也 税務課課税係
主査 堤則昭 住民課長

上下水道課 主任 大谷譲二 農政課土地改良係
会計室 主査 横川健太 総務課情報まちづくり係

教育委員会事務局 
生涯学習スポーツ課 主任 中野太輔 農政課農政係兼林務係

教育委員会事務局 
子育て支援課 主任 三澤涼太

教育委員会事務局 
生涯学習スポーツ課スポーツ
振興係

【新規採用】
新所属課名 新任職名 氏名

総務課 主事 青木涼一郎
税務課 主査 太田幸恵
税務課 主査 帰山修一
住民課 主査 柏原佑弥
農政課 林務係長 東郷哲
農政課 主任 田中詠都
建設課 主査 滝澤慎介
建設課 主査 松田直樹

上下水道課 主事 和田舜大
教育委員会事務局 

教育課 主査 林由貴

教育委員会事務局 
子育て支援課 主任 佐次真琴

教育委員会事務局 
生涯学習スポーツ課 主査 横川敦

教育委員会事務局 
しろうま保育園 保育士 山田佳恵

【令和8年3月31日付退職者】
所属課名 職名 氏名
建設課 参事兼課長 矢口俊樹
住民課 課長 堤則昭
住民課 主事 大和田悠太

教育委員会事務局 
しろうま保育園 主任保育士 松澤菜津子

教育委員会事務局 
しろうま保育園 保育士 藤原千花

教育委員会事務局 
しろうま保育園 保育士 東楓

教育委員会事務局 
しろうま保育園 保育士 西村彩咲

白馬村職員　人事異動

お世話に
なりました

よろしくお願いします

白馬村キャラクター
ヴィクトワール・
シュヴァルブラン村男Ⅲ世
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健
康
づ
く
り
だ
よ
り

村
の
各
種
健
診
・
が
ん
検
診
の
受
診
券
を
送
付
し
ま
す

　５月中旬以降、順次検診票を発送しています。封筒が届いた方は、内容をよくご確認いただき、ご不
明な点がありましたら、健康福祉課までお問合せください。お申し込みの無い方は、今からでもお申し
込みいただけます。まずはお気軽にお問合せください。

眼底検査で見つけることができる目
の病気
□網膜血管の動脈硬化・閉塞
□糖尿病網膜症
□緑内障 (視神経乳頭陥凹拡大 )
□黄斑変性

参考：公益社団法人　日本眼科医会

※�封筒両面、受診券、各種健診の説明書等をよくお読みの
うえ、お越しください。
※�新たに大腸がん検診をご希望の方は、健診希望日の１週
間前までにご連絡ください。採便容器を送付します。

下記の日程のうち、ご都合の良い日にお越しください。

7時 30分から 10時 30分まで

白馬村多目的研修集会施設

令和 6年度から眼底検査を全員実施しています
　眼底は、外から血管を直接見ることができる唯一の場所です。眼底検査で脳などの血管の状態 ( 動脈
硬化 )が予測できます。白馬村は長野県と比べて心疾患・脳血管疾患で亡くなる方が多いのが特徴です。
眼底検査を受け、血管の状態を知ることで、心疾患・脳血管疾患を早期発見・予防しましょう。

平成 30年度～令和 4年度の原因疾患別死亡率 (出典：長野県 )

心疾患 脳血管疾患

白馬村 20.0% 10.2%

長野県 14.9% 9.0%

日　程

時　間

場　所

６月 ７月 ９月 １１月
１４ １５ １６ １７ １４ １５ １６ １７ ９ １０ １１ １２ １１ １２
日 月 火 水 火 水 木 金 水 木 金 土 水 木

今年度の封筒はピンク色！
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お問合せ　白馬村役場　健康福祉課　電話： 0261-85-0713 

● �先にお送りした「令和８年度検診調査票」において、子宮頸がん・乳がん検診を「受ける」と回答された方には、順
次検診票を発送しています。

● �本検診は２年に１度の検査です。昨年度の白馬村の子宮頸がん・乳がん検診（クーポン券の利用含む）を受けた方は、
原則今年度は受診できません。

● がん検診については、原則、料金の３分の１相当を自己負担額として住民の皆様から頂戴しています。
● �子宮頸がん検診は、子宮の病気で治療中の方、不正出血など自覚症状のある方、子宮全摘出術を受けている方、性交
渉の経験がない方、月経中・妊娠中、または妊娠の可能性がある方は、村の検診の対象外です。医療機関を受診して
ください。

● �乳がん検診は、自覚症状のある方、乳房内に異物が入っている方、乳房疾患で治療・経過観察中の方、妊娠中・授乳
中の方（断乳後１年以内の方）、取り外しができない持続血糖モニター・インスリンポンプを装着している方は、村
の検診の対象外です。医療機関を受診してください。

子宮頸がんは２０代頃から、乳がんは４０代頃から発症が増加します。これらのがんは、自覚症状が無い
まま、知らず知らずのうちに進行している場合があります。しかし、早期発見・早期治療できれば、治る
可能性の高いがんでもあります。日ごろ健康だと思っている人も、早期発見・早期治療のために、２年に
１度の検診を受けましょう。

令和 8年度 子宮頸がん検診・乳がん検診 が始まります。

女性がん検診のお知らせ
今からでもお申込みいた

だけます！ まずはお気軽に
お問合せください。

子宮頸がん検診 乳がん検診

日　程
５月：８日（金曜日）、２７日（水曜日）
６月：１８日（木曜日）、２７日（土曜日）
１０月：２３日（金曜日）

５月：１２日（火曜日）、２３日（土曜日）
６月：５日（金曜日）、１２日（金曜日）
９月：３日（木曜日）
１０月：２０日（火曜日）

時　間 ［受付］１３時から１３時４５分まで
［検査］１３時３０分から

[受付］ ９時から１１時３０分まで
[受付]１３時から１４時３０分まで
※完全予約制（３０分単位で時間指定）

料　金 1,500円 2,000円

対　象 ２０歳以上の女性
（令和９年３月末年齢）

４０歳以上７４歳までの女性
（令和９年３月末年齢）

会　場 白馬村保健福祉ふれあいセンター

申込み 白馬村役場 健康福祉課 健康づくり係　☎0261-85-0713
※必ずお申込みが必要です。
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お
知
ら
せ
１
　
令
和
８
年
度
よ
り
学
校
給
食
費
の
金
額
の

改
定
・
保
護
者
負
担
の
軽
減
の
拡
充
を
行
い
ま
す
。

学
校
給
食
の
給
食
費
に
つ
い
て
、
食
材
費
の
高
騰
な
ど

に
よ
り
現
行
の
価
格
で
は
賄
え
な
く
、
そ
の
不
足
分
を
公

費
で
負
担
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
国
の
政
策
に
よ
り
小
学

生
の
給
食
費
に
つ
い
て
、
保
護
者
負
担
額
の
軽
減
措
置（
い

わ
ゆ
る
無
償
化
）
が
令
和
８
年
度
か
ら
始
ま
る
こ
と
な
ど

を
踏
ま
え
、
令
和
8
年
度
か
ら
の
給
食
費
を
次
の
と
お
り

改
定
し
、
保
護
者
負
担
の
さ
ら
な
る
軽
減
を
行
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
地
産
地
消
を
推
進
す
る
た
め
地
産
地
消
加
算

と
し
て
１
食
当
た
り
小
学
校
10
円
、
中
学
校
20
円
の
支
援

を
継
続
し
て
い
く
こ
と
や
中
学
校
給
食
費
の
3
人
目
以
降

の
無
償
化
、
扶
助
費
就
学
援
助
費
で
の
給
食
費
の
支
援
を

継
続
し
ま
す
。

 

お
知
ら
せ
２
　
白
馬
村
行
政
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
、
献
立

写
真
と
人
気
献
立
レ
シ
ピ
の
紹
介
を
始
め
ま
し
た
。

献
立
表
で
、
活
字
で
見
て
い
る
け
れ
ど
、
美
味
し
い
っ
て
聞

く
け
れ
ど
、
活
字
だ
け
で
は
わ
か
ら
な
い
献
立
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。
そ
ん
な
疑
問
を
解
決
す
る
た
め
特
に
人
気
の
あ
る
献
立
を
、

写
真
等
で
わ
か
り
や
す
く
紹
介
し
て
い
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、
人

気
メ
ニ
ュ
ー
を
セ
ン
タ
ー
栄
養
士
秘
蔵
レ
シ
ピ
で
掲
載
し
て
い

ま
す
の
で
ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。
広
報
は
く
ば
で
も
掲
載
し

て
い
き
ま
す
。
リ
ク
エ
ス
ト
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

～
給
食
生
活
９
年
間
か
ら
の
卒
業
～

給
食
セ
ン
タ
ー
と
中
学
校
は
隣
接
し
て
お
り
、
中
学
生
は
給

食
の
受
け
取
り
・
返
却
を
セ
ン
タ
ー
の
カ
ウ
ン
タ
ー
で
行
う
た

め
、
直
接
調
理
員
と
顔
を
合
わ
せ
ま
す
。
令
和
7
年
度
の
中
学

校
の
給
食
最
後
の
日
。
３
年
生
の
生
徒
が
「
９
年
間
、
美
味
し

い
給
食
を
あ
り
が
と
う
」
と
大
き
な
声
で
声
を
か
け
て
い
た
だ

き
、
当
番
で
そ
の
言
葉
を
受
け
た
調
理
員
は
号
泣
で
し
た
。
給

食
を
作
っ
て
い
て
本
当
に
励
み
に
な
り
う
れ
し
い
瞬
間
で
し
た
。

中
学
校
３
年
生
と
各
小
学
校
か
ら
寄
せ
書
き
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
引
き
続
き
、「
安
全

で
美
味
し
い
給
食
」
食
育
は
も
ち
ろ
ん
学
校
給
食
で
し
か
味
わ

え
な
い
も
の
や
、
楽
し
い
思
い
出
も
提
供
で
き
る
よ
う
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
職
員
一
丸
と
な
り
頑
張
り
ま
す
。
そ
し
て
卒
業
し

て
村
内
に
出
て
し
ま
っ
て
も
、
ま
た
白
馬
村
に
戻
っ
て
き
た
い

と
思
え
る
学
校
生
活
に
な
る
よ
う
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
ま
す
。

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

給
食
セ
ン
タ
ー
は

  

奥
が
深
い
の
で
す
。

お問合せ　白馬村学校給食センター　電話：0261-72-5143

白馬村キャラクター
ヴィクトワール・
シュヴァルブラン・
村男Ⅲ世

給食費

改定しま
す

1食当たりの給食費

保護者負担額 村加算 村補助 計

小学生 220円 10円 60円 290円

中学生 255円 20円 70円 345円

1食当たりの給食費

保護者負担額 村加算 国県補助 村補助 計

小学生 0円 10円 286円 44円 340円

中学生 230円 20円 0円 150円 400円

※小学生は国県補助金の不足分を村が補助し無償化に、中学生は約2
割補助(70円/食)を約4割補助(150円/食)に拡充します。

〈令和7年度〉

〈令和8年度〉

給食センターから中学校
に抜ける連絡通路は調理場
内を一望できる見学通路にもなっています。昨年度は小学生がこの
通路から調理風景を見学しました。その通路にある掲示コーナーに
大切な寄せ書きを掲示しています。

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
か
ら
、
み
な
さ
ん
に
大
切
な
お
知
ら
せ
で
す
。

詳細はこちら

はくば4月.indd   14はくば4月.indd   14 2026-04-10   15:302026-04-10   15:30
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小
中
学
生
と
一
緒
に
活
動
し
ま
せ
ん
か

学
習
支
援
等
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集�

白
馬
小
中
学
校
・
白
馬
村
教
育
委
員
会

　
白
馬
村
内
の
小
中
学
校
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
学
習
等
の
支
援
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
令
和
８
年
度
も
、
児
童
生
徒
の
学
校
生
活
を
充
実
さ
せ
る
た
め
に
、
左
記
の
講
座
で
、
学
習
支
援
等
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

地
域
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

～学習支援ボランティア　申込み方法～
学習支援ボランティア登録申込書（各学校にあります）に記入し、提出ください
※直接学校へお越しいただいても結構ですし、電話、ＦＡＸ、メールでも結構です
※申込み期限　令和8年4月30日（木曜日）
（＊年度当初の発足に向けての締め切り日であり、随時受け付けています）
	 お問い合わせ：各学校　教頭
	 申込み先：白馬南小学校　☎	0261-75-2010　	FAX	0261-75-3720
	 	 	 E-mail：hakubas@crocus.ocn.ne.jp
	 	 白馬北小学校　☎	0261-72-2029　	FAX	0261-72-6758
	 	 	 E-mail：hakuban@crocus.ocn.ne.jp
	 	 白馬中学校　　☎	0261-72-2026　FAX	0261-72-4863　	
	 	 	 E-mail：hakubac@hakubajh.ed.jp
※応募いただいた方は、各学校のボランティアリストに登録し、学校よりご協力のお願いしたい場合に、都度ご連絡します。

白
馬
南
小
学
校

裏
山
ス
キ
ー
場
整
備
・

ス
キ
ー
学
習
補
助

　
□	

裏
山
ス
キ
ー
学
習
に
向
け
て
、
Ｐ

Ｔ
Ａ
作
業
で
裏
山
の
草
刈
り
を
6

月
と
11
月
に
行
い
ま
す
。
裏
山
ス

キ
ー
場
の
草
刈
り
の
お
手
伝
い
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
　	

１
月
か
ら
２
月
の
裏
山
ス
キ
ー
学

習
指
導
や
補
助
、
校
内
ス
キ
ー
大

会
コ
ー
ス
整
備
や
補
助
を
お
願
い

し
ま
す
。

総
合
的
な
学
習
支
援
、

遠
足
・
社
会
見
学
引
率
補
助

　
□	

３
～
6
年
生
の
「
総
合
的
な
学
習

の
時
間
」
や
社
会
科
見
学
、
八
方

池
登
山
等
、
１・２
年
生
の
生
活

科
の
地
域
探
索
や
遠
足
な
ど
で
、

村
内
や
近
隣
市
町
村
に
出
掛
け
て
、

地
域
の
自
然
、
歴
史
な
ど
に
つ
い

て
学
び
ま
す
。
そ
の
際
の
講
師
や

引
率
の
補
助
を
お
願
い
し
ま
す
。

ク
ラ
ブ
活
動
講
師

　
□	

令
和
７
年
度
は
、「
ア
ウ
ト
ド
ア

　
ク
ラ
ブ
」「
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
　

ク
ラ
ブ
」「
手
芸
　
ク
ラ
ブ
」「
ア
ー

ト
　
ク
ラ
ブ
」「
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
　
ク
ラ
ブ
」
の
指
導
を
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
方
に
講
師
を
お
願
い
し

ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
の
希
望
で
、

年
度
ご
と
色
々
な
ク
ラ
ブ
を
開
設

し
ま
す
の
で
講
師
や
支
援
を
お
願

い
し
ま
す
。

白
馬
中
学
校

数
学
ク
ラ
ブ
講
師

　
□	

授
業
で
理
解
が
不
十
分
な
点
な
ど
の
補
充
学
習
を
実
施
し
ま

す
。
プ
リ
ン
ト
は
学
校
で
準
備
し
ま
す
。
生
徒
の
質
問
に
答

え
、
説
明
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
■	

年
8
回
程
度
　
水
曜
日
の
放
課
後	

15
時
30
分
か
ら
16
時
45
分

　
　	

現
在
７
名
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
が
支
援
し
て
く
だ
さ
っ
て

い
ま
す
。

英
語
ク
ラ
ブ
講
師
～
一
緒
に
学
び
た
い
方
も
大
歓
迎
で
す
！
～

　
□	

白
馬
中
A
L
T
が
中
心
に
な
り
、
机
も
イ
ス
も
筆
記
用
具
も

な
い
環
境
で
、
学
年
の
枠
を
越
え
て
ゲ
ー
ム
な
ど
を
通
し
て

英
会
話
を
学
び
ま
す
。
生
徒
の
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
し
な
が
ら

一
緒
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
す
。

　
■	

年
間
8
回
程
度
（
基
本
：
隔
月
最
終
水
曜
日
の
放
課
後	

15
時

か
ら
16
時
）

読
み
聞
か
せ
講
師
（
読
書
）

　
□	

各
教
室
で
、
生
徒
約
30
名
に
読
み
聞
か
せ
を
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。
読
み
聞
か
せ
の
ス
タ
イ
ル
は
お
任
せ
し
ま
す
。

　
■	

年
8
回
程
度
（
時
間
帯
未
定
）

新
聞
ス
ク
ラ
ッ
プ
　
コ
メ
ン
ト

　
□	
生
徒
は
新
聞
の
記
事
を
専
用
ノ
ー
ト
に
ス
ク
ラ
ッ
プ
を
し
感

想
等
を
書
い
て
提
出
し
ま
す
。
添
削
や
、
コ
メ
ン
ト
を
入
れ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
■	

月
２
回
（
第
１・３
水
曜
日
の	

9
時
か
ら
12
時
　
こ
れ
以
外

の
ご
都
合
の
つ
く
時
間
帯
で
も
結
構
で
す
。）

「
あ
い
T
I
M
E
」
講
師

　
□	

「
あ
い
T
I
M
E
」
と
い
う
特
設
の
時
間
に
、
古
文
書
、
伝

筆
、
手
話
、
わ
ら
細
工
、
ブ
ル
ー
ス
ハ
ー
プ
、
ヨ
ガ
、
ダ
ン
ス
、

太
極
拳
、
卓
球
、
剣
道
、
な
ど
様
々
な
講
座
を
開
設
し
、
講

師
と
し
て
生
徒
と
と
も
に
活
動
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
す
。

新
し
い
講
座
を
開
設
し
て
い
た
だ
け
る
方
、
大
歓
迎
。

　
■	

週
1
回
（
月
曜
日
）
程
度
　
15
時
45
分
か
ら
16
時
20
分	

白
馬
北
小
学
校

物
づ
く
り
講
師

　
□		

家
庭
科
の
授
業
の
裁
縫
や
手
芸
、
ク
ラ
ブ

の
時
間
の
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
や
木
工
や

ア
ウ
ト
ド
ア
な
ど
児
童
と
一
緒
に
手
作
り

の
素
晴
ら
し
さ
を
味
わ
っ
て
く
だ
さ
い
。

趣
味

　
□	
本
の
読
み
聞
か
せ
や
書
道
、
将
棋
・
囲

碁
な
ど
児
童
と
一
緒
に
楽
し
ん
で
い
た

だ
き
ま
す
。

生
活
支
援

　
□	

英
語
や
そ
の
他
言
語
（
中
国
語
、
ネ
パ
ー

ル
語
等
）
の
通
訳
や
あ
い
さ
つ
当
番
、

ク
マ
出
没
時
の
パ
ト
ロ
ー
ル
、
下
校
付

き
添
い
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
が
安
心
・

安
全
に
生
活
で
き
る
よ
う
な
支
援
を
お

願
い
し
ま
す
。

地
域
探
検

　
□	

地
域
の
戦
争
体
験
や
ス
キ
ー
・
観
光
に

関
わ
る
話
を
し
て
い
た
だ
い
た
り
、
地

域
探
検
で
の
寺
社
・
石
碑
や
塩
の
道
を

ガ
イ
ド
し
な
が
ら
一
緒
に
巡
っ
て
い
た

だ
い
た
り
と
、
地
域
に
根
差
し
た
学
び

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

郷
土
料
理
講
師

　
□	

み
そ
づ
く
り
や
豆
腐
づ
く
り
な
ど
、
白

馬
な
ら
で
は
の
味
を
教
え
て
く
だ
さ
い
！

行
事
補
助

　
□	

運
動
会
「
白
馬
小
唄
」
練
習
、
音
楽
会

合
奏
・
合
唱
練
習
、
ス
ノ
ー
モ
ー
ビ
ル

作
業
、
校
外
学
習
引
率
な
ど
、
学
校
で

は
補
い
き
れ
な
い
部
分
に
つ
い
て
補
助

を
お
願
い
し
ま
す
。
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銀
行
口
座
か
ら
チ
ャ
ー
ジ

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

村
民
認
証
済
み
ユ
ー
ザ
ー
に

ポ
イ
ン
ト
を
付
与
し
ま
す

加
盟
店
を
募
集
し
て
い
ま
す

　
地
域
通
貨
「
ア
ル
プ
ス
Ｐ
ａ
ｙ
」
ア
プ
リ

に
、
新
た
に
銀
行
口
座
を
登
録
し
て
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
で
チ
ャ
ー
ジ
で
き
る
機
能
を
追
加

し
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
手
軽

に
チ
ャ
ー
ジ
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
便
利
に

ご
利
用
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※	

銀
行
口
座
を
登
録
す
る
た
め
に
は
本
人
確

認
が
必
要
と
な
り
ま
す
。（
既
に
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
で
村
民
認
証
し
て
い
た
だ

い
た
方
は
改
め
て
の
本
人
確
認
は
不
要
で

す
）

※	

一
部
の
金
融
機
関
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

　	

利
用
可
能
な
主
な
金
融
機
関
：
八
十
二
長

野
銀
行
、
松
本
信
金
、
長
野
県
労
金
、
み

ず
ほ
銀
行
、
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
、
り
そ
な

銀
行
、
イ
オ
ン
銀
行
な
ど
。

　	

対
象
と
な
る
金
融
機
関
は
、
白
馬
村
行
政

公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※	

一
部
の
金
融
機
関
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
バ
ン
キ
ン
グ
の
登
録
が
必
要
と
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

   お問合せ　白馬村役場　総務課　電話：0261-72-7002

第２弾

■
口
座
登
録
の
手
順

①	

ア
プ
リ
ト
ッ
プ
画
面
の
「
チ
ャ
ー
ジ
」
を

タ
ッ
プ
し
て
「
銀
行
口
座
」
を
選
ぶ
。

※	

Ｐ
Ｉ
Ｎ
コ
ー
ド
未
設
定
の
場
合
は
Ｐ
Ｉ
Ｎ

コ
ー
ド
を
設
定
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

※	

本
人
確
認
が
済
ん
で
い
な
い
方
は
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
で
本
人
確
認
手
続
き
を
し

て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

②	

利
用
規
約
・
取
引
規
定
を
確
認
・
同
意
し
、

金
融
機
関
・
口
座
情
報
を
登
録
す
る
。

③	

金
融
機
関
の
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
に
遷
移
し
、

登
録
を
完
了
す
る
。

　「
ア
ル
プ
ス
Ｐ
ａ
ｙ
」
の
利
用
促
進
を
目

的
と
し
て
、
ア
プ
リ
登
録
と
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
に
よ
る
本
人
確
認
を
実
施
し
た
白
馬

村
民
を
対
象
に
３
０
０
０
円
分
の
ポ
イ
ン
ト

を
付
与
し
て
い
ま
す
。

◯
認
証
方
法

　
ア
ル
プ
ス
Ｐ
ａ
ｙ
ア
プ
リ
で
ユ
ー
ザ
ー
登

録
後
に
、
ア
プ
リ
ト
ッ
プ
画
面
左
上
の
ア
イ

コ
ン
か
ら
「
マ
イ
ペ
ー
ジ
」
を
開
き
、「
本

人
確
認
を
行
う
」
を
選
択
。
画
面
の
指
示
に

従
い
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
よ
る
本
人

確
認
を
実
施
。

※	

既
に
村
民
認
証
済
み
の
方
は
、
自
動
的
に

ポ
イ
ン
ト
を
付
与
し
ま
す
の
で
再
度
認
証

す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◯
認
証
期
限

　
令
和
８
年
９
月
30
日
ま
で

◯
ポ
イ
ン
ト
の
付
与
日

　
認
証
手
続
き
か
ら
２
～
３
週
間
程
度

◯
ポ
イ
ン
ト
の
有
効
期
限

　
令
和
８
年
10
月
31
日
ま
で

※	

15
歳
未
満
の
方
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

に
署
名
用
電
子
証
明
書
が
付
与
さ
れ
な
い

た
め
、キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

　「
ア
ル
プ
ス
Ｐ
ａ
ｙ
」
は
、
地
域
の
事
業

者
を
応
援
す
る
地
域
通
貨
で
す
。

・	

加
盟
店
申
請
→
送
ら
れ
て
く
る
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
を
お
店
に
設
置
す
る
。

・	

商
工
会
ま
た
は
観
光
局
の
会
員
は
、
精
算
・

換
金
手
数
料
が
無
料
。

・	

締
日
ご
と
に
請
求
不
要
で
自
動
精
算
。

※	

ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
と
し
て
「
ふ
る

さ
と
ポ
イ
ン
ト
」
を
提
供
し
て
い
る
た
め
、

飲
食
店
や
サ
ー
ビ
ス
・
体
験
系
の
お
店
は

も
ち
ろ
ん
、
宿
泊
施
設
も
村
外
在
住
者
の

利
用
が
見
込
ま
れ
ま
す
。（
一
般
小
売
店

等
で
は
ふ
る
さ
と
ポ
イ
ン
ト
は
利
用
で
き

ま
せ
ん
）

■
村
民
割
引
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
ア
ル
プ
ス
Ｐ
ａ
ｙ
を
活
用
し
て
、
ポ
イ
ン

ト
還
元
や
ク
ー
ポ
ン
配
布
等
に
よ
る
村
民
割

引
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る
店
舗
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

　
詳
細
は
、
白
馬
村
役
場
総
務
課
ま
で
お
問

合
せ
く
だ
さ
い
。

対象金融機関
一覧

端末
不要

導入経費
固定費不要

精算・換金
手数料無料

はくば4月.indd   16はくば4月.indd   16 2026-04-10   15:302026-04-10   15:30



17

※：クレジットカード決済には、別途税額に応じた手数料がかかります。

村
税・料
金
の

お
支
払
い
に
つ
い
て

   お問合せ　白馬村役場　税務課　電話：0261-85-0712　上下水道課　電話：0261-85-0714

4月納期の
村税及び
料金

納期限 口座
振替日

納付方法・納付場所

現金払い
（金融機関及び役

場会計室）

現金払い
（コンビニエンス

ストア）
口座振替 クレジット

カード決済※
スマートフォン
決済アプリ

固定資産税
第1期分 4月30日

（木曜日）
4月27日
（月曜日） ○ ○ ○

○ ○

上下水道料
4月請求分 ― ―

白
馬
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー「
ふ
れ
A
I
号
」は
、予
約
方
法
別

で
、次
の
2
つ
の
運
行
形
態
に
変
わ
り
ま
し
た
。

■ 

ふ
れ
A
I
号（
電
話
予
約
）

・	

乗
降
場
所
：
村
内
93
か
所
＋
自
宅
前
か
ら
の
乗
降

・	

予
約
方
法
：
電
話
予
約（
村
民
の
み
）

・	

予
約
開
始
：
利
用
日
の
4
日
前
か
ら

■ 

デ
イ
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー

　（
ア
プ
リ
予
約
）

・	

乗
降
場
所
：
村
内
93
か
所

・	

予
約
方
法
：
専
用
ア
プ
リ
か
ら
予
約

・	
予
約
開
始
：
利
用
日
の
3
日
前
か
ら

今
後
も
白
馬
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

白
馬
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー

運
行
形
態
の
変
更

（
令
和
8
年
4
月
1
日（
水
曜
日
）か
ら
）

   お問合せ　白馬村役場　観光課　電話：0261-85-0722

お問合せ　白馬村役場　上下水道課　電話：0261-85-0714

物
価
高
騰
支
援
　

水
道
料
金
の
基
本
料
金
を

減
免
し
ま
す

　
物
価
高
騰
の
影
響
を
受
け
る
村
民
や

事
業
者
を
支
援
す
る
た
め
、国
の「
物
価

高
騰
対
応
重
点
支
援
地
方
創
生
臨
時
交

付
金
」を
活
用
し
、水
道
料
金
の
基
本
料

金
を
２
か
月
間
減
免
し
ま
す
。

対
象
期
間

　
令
和
８
年
５
月
・
６
月
検
針
分（
６
月
・

７
月
請
求
分
）

対
象
者

　
白
馬
村
の
上
水
道
契
約
者

※	

臨
時
契
約
、６
ヶ
月
検
針（
別
荘
）の
対

象
者
及
び
公
共
施
設
は
除
く

申
請
手
続
き

　
申
請
の
手
続
き
は
不
要
で
す
。

減免額　※税込み

メーター口径 減免額
（２か月分）

13mm 3,674 円

20mm 4,730 円

25mm 7,304 円

30mm 13,904 円

40mm 22,880 円

50mm 42,460 円

75mm 94,380 円
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お問合せ　白馬村役場　税務課　電話：0261-85-0712

軽
自
動
車
税
の
納
付
を
お
忘
れ
な
く
！

令
和
８
年
度
の
軽
自
動
車
税
の
納

期
限
は
６
月
１
日（
月
曜
日
）で
す
。

　
納
税
通
知
書
は
５
月
中
旬
ま
で
に
郵

便
で
お
手
元
に
届
き
ま
す
の
で
、次
の

方
法
に
よ
り
期
限
内
に
納
付
し
て
く
だ

さ
い
。

【
金
融
機
関
等
窓
口
】

　
金
融
機
関
・
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
・
郵
便

局
・
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
納
付

が
で
き
ま
す
。

【
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
利
用
し
た
納
付
方
法
】

　
納
付
書
に
印
刷
さ
れ
て
い
る
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
を
利
用
し
て
パ
ソ
コ
ン
・
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
か
ら「
地
方
税
お
支
払
い
サ

イ
ト
」で
納
付（
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
等
）

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。ま
た
、ス
マ
ホ

決
済
ア
プ
リ
や
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
対
応
金
融

機
関
窓
口
で
も
納
付
で
き
ま
す
。

※	

地
方
税
お
支
払
い
サ
イ
ト
に
つ
い
て

は
納
税
通
知
書
に
同
封
す
る
チ
ラ
シ

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
障
が
い
者
の
方
の
た
め
の
減
免
制
度
】

　
身
体
障
害
者
手
帳
、戦
傷
病
者
手
帳
、

療
育
手
帳
、精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手

帳
を
有
し
、一
定
の
要
件
を
満
た
し
た

方
は
、申
請
す
る
こ
と
に
よ
り
、軽
自
動

車
税
の
減
免
が
受
け
ら
れ
ま
す
。４
月

か
ら
５
月
に
対
象
と
な
る
方
に
減
免
申

請
書
を
お
送
り
し
て
い
ま
す
。

　
軽
自
動
車
の
減
免
は
毎
年
申
請
が
必

要
で
す
。

※	

自
動
車
税
の
減
免
を
受
け
る
方
は
、

申
請
書
が
届
い
て
も
軽
自
動
車
税
の

減
免
を
受
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

【
納
税
証
明
書（
車
検
用
）】

　
こ
れ
ま
で
口
座
振
替
や
ス
マ
ホ
決
済

ア
プ
リ
、ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
等
で
軽

自
動
車
税
を
納
付
さ
れ
た
方
に
は
、納

期
限
後
に
納
付
が
確
認
さ
れ
た
と
こ
ろ

で「
完
納
分
納
税
証
明
書
」を
郵
送
し
て

い
ま
し
た
。

　
現
在
は
、軽
自
動
車
検
査
協
会
が
オ

ン
ラ
イ
ン
の
シ
ス
テ
ム（
軽
J
N
K
S
）

に
よ
り
軽
自
動
車
税
の
納
付
状
況
を
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、納
税
証

明
書
の
提
示
が
原
則
不
要
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
そ
の
た
め
、省
資
源
化
の
推
進
や
経

費
削
減
の
観
点
か
ら
、令
和
８
年
度
か

ら「
完
納
分
納
税
証
明
書
」の
送
付
を
停

止
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
証
明
書
が
必
要
な
方
に
は
、引
き
続

き
窓
口
で
軽
自
動
車
税
納
税
証
明
書
を

発
行
い
た
し
ま
す
。	

　
な
お
、納
付
後
す
ぐ
に
納
税
証
明
書

が
必
要
な
方
は
、コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
、金
融
機
関
ま
た
は
白
馬
村
役
場

会
計
室
で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　
軽
J
N
K
S
の
詳
細
に
つ
い
て
は

次
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
ご
覧
い
た
だ
け

ま
す
。

※ 

譲
渡
・
廃
車
し
た
の
に
納
税
通
知
書

が
届
い
て
し
ま
っ
た
場
合

４
月
１
日（
賦
課
期
日
）ま
で
に
軽
自
動

車
協
会
ま
た
は
白
馬
村
役
場
税
務
課
、

各
関
係
団
体
で
廃
車（
返
納
、解
体
返

納
）や
名
義
変
更
等
の
お
手
続
き
が
済

ん
で
い
な
い
場
合
は
、当
村
に
お
い
て

登
録
情
報
の
変
更
を
把
握
で
き
な
い
た

め
、引
き
続
き
課
税
さ
れ
て
し
ま
い
ま

す
。

　
も
し
、車
両
を
す
で
に
お
持
ち
で
な

い
の
に
課
税
が
続
い
て
い
る
場
合
は
、

軽
自
動
車
税
係
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
税
止
め
の
手
続
き
に
つ
い
て

　
譲
渡
・
廃
車
な
ど
の
お
手
続
き
を
他

都
道
府
県
で
行
っ
た
と
き
は
、税
止
め

（
税
申
告
）が
必
要
で
す
。1
2
5
㏄
を

超
え
る
二
輪
車
や
、四
輪
・
三
輪
の
軽
自

動
車
の
登
録
内
容
の
変
更
等
に
つ
い
て
、

市
町
村
で
は
申
告
に
基
づ
い
て
把
握
し

て
い
ま
す
。そ
の
た
め
、譲
渡
や
抹
消
な

ど
の
お
手
続
き
を
行
っ
た
場
合
で
も
、

旧
登
録
地
の
市
町
村
へ
の
申
告
が
な
い

場
合
は
、変
更
等
に
つ
い
て
把
握
で
き

な
い
た
め
、翌
年
度
以
降
も
課
税
が
続

い
て
し
ま
い
ま
す
。こ
の
時
の
旧
登
録

地
へ
の
申
告
が「
税
止
め
」と
呼
ば
れ
て

い
ま
す
。

　
特
に
二
輪
車
は
税
止
め
さ
れ
て
い
な

い
場
合
が
多
く
、旧
所
有
者
に
納
税
通

知
書
が
届
い
て
し
ま
い
、思
わ
ぬ
ト
ラ

ブ
ル
の
原
因
と
な
り
ま
す
の
で
、必
ず

お
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。　

　
な
お
、手
続
き
場
所
が
長
野
県
内
で

あ
る
場
合
に
は
税
止
め
手
続
き
は
不
要

で
す
。ま
た
、各
関
係
団
体
に
税
止
め
申

告
の
代
行
を
依
頼
し
た
場
合
も
手
続
き

は
不
要
で
す
。
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ス
ノ
ー
ハ
ー
プ
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
大
会
は
大
勢
の
皆
様
に
支
え
ら
れ
て
い
ま
す

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
広
報

ス
ノ
ー
ハ
ー
プ
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
大
会
は
、
1
9
9
8
年
に
開
催
さ
れ
た
長
野
冬
季

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
契
機
に
開
始
し
、「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
コ
ー
ス
を
走
ろ
う
」
を
合
言
葉
に

今
年
で
29
回
目
の
大
会
を
迎
え
る
白
馬
村
の
夏
を
彩
る
マ
ラ
ソ
ン
大
会
へ
と
発
展
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。

第
28
回
大
会
の
参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で
は
、
参
加
さ
れ
た
方
の
3
人
に
1
人
が
白

馬
村
に
宿
泊
を
さ
れ
て
お
り
、
今
年
も
村
を
挙
げ
て
参
加
者
を
お
迎
え
し
た
い
と
考
え
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

大
会
で
は
運
営
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
広
く
募
集
し
て
い
ま
す
。
会

社
、
サ
ー
ク
ル
な
ど
、
お
仲
間
で
の
ご
参
加
は
も
ち
ろ
ん
、
個
人
で
の
ご
参
加
も
歓
迎
い

た
し
ま
す
。
ラ
ン
ナ
ー
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
喜
び
を
、
あ
な
た
も
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

大
会
概
要

【
開
催
日
】

7
月
25
日
（
土
曜
日
）
か
ら
７
月
26
日
（
日
曜
日
）
ま
で

【
会
場
】

白
馬
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
競
技
場
「
ス
ノ
ー
ハ
ー
プ
」

【
競
技
】

７
月
25
日
：
駅
伝
種
目
　
14
時
ス
タ
ー
ト
（
全
７
部
門
）

７
月
26
日
：	

個
人
種
目
　	

8
時
30
分
ス
タ
ー
ト
（
全
23
部
門
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
要
項

【
募
集
期
間
】

４
月
20
日
（
月
曜
日
）
か
ら
５
月
20
日
（
水
曜
日
）
ま
で

【
参
加
条
件
】

・	

活
動
日
現
在
16
歳
以
上
の
方
（
高
校
生
は
保
護
者
の
了
承
が
必
要
。
フ
ァ
ミ
リ
ー
で
お

申
し
込
み
の
場
合
は
、
小
学
4
年
生
以
上
）

・
活
動
日
に
指
定
の
時
間
で
活
動
が
可
能
で
あ
る
こ
と

・
活
動
途
中
の
早
退
や
、
途
中
参
加
は
で
き
ま
せ
ん

・	

長
時
間
の
活
動
が
主
と
な
り
ま
す
の
で
、
健
康
上
の
不
安
が
あ
る
場
合
は
ご
参
加
を
お

控
え
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
お
願
い
し
ま
す

※	活動時間はいずれも変更となることがあります。
※	交通費・宿泊費の支給はありません。

【支給品等】
・スタッフキャップ
・�お弁当（１日目は受付係・駐車場係にのみ支給します）
・�希望者には１日につき、アルプスPay　500ポイントを支給します。

【活動内容】

   お問合せ　白馬村教育委員会事務局生涯学習スポーツ課　電話：0261-72-8770

活動時間　※ 係名 内容

1
１日目　12時30分から17時まで

監　察　係
選手の誘導や走路の確保を
行うほか、違反者や問題点
を主任に報告する２日目　7時から13時まで

2
１日目　10時30分から16時30分まで

受　付　係 参加者へ参加賞・たすきを
手渡す２日目　6時30分から11時30分まで

3
１日目　10時30分から16時まで

駐車場係 参加者・大会役員の車両案
内や誘導を行う２日目　6時30分から11時まで

4
１日目　12時30分から17時まで

記録掲示係
公式記録をコピーし、各部
署に配布するほか、公式掲
示板へ掲示する２日目　7時から13時まで
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お問合せ　白馬村消防団　電話：0261-72-7002

令
和
８
年
度
　
白
馬
村
消
防
団
幹
部
体
制
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　
今
年
度
か
ら
太
田
寛
展
団
長
に
よ
る
新
体

制
と
な
り
ま
し
た
。消
防
団
の
活
動
に
は
地

域
、職
場
、そ
し
て
家
族
の
サ
ポ
ー
ト
が
不

可
欠
で
す
。引
き
続
き
、ご
理
解
と
ご
協
力

の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

出
初
式
の
お
知
ら
せ
　

　
４
月
29
日（
水
曜
日
）午
前
10
時
か
ら
協
和
ウ
イ

ン
グ
白
馬
で
出
初
式
が
、午
前
11
時
20
分
頃
か
ら
県

道
白
馬
岳
線（
八
十
二
長
野
銀
行
白
馬
支
店
前
）に

て
分
列
行
進
が
行
わ
れ
ま
す
。ど
な
た
で
も
観
覧
で

き
ま
す
の
で
、是
非
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、分
列
行
進
に
併
せ
て
、午
前
11
時
頃
か
ら
正

午
頃
ま
で
県
道
白
馬
岳
線（
白
馬
駅
前
交
差
点
‐
六
十

刈
体
育
館
信
号
）が
全
面
通
行
止
め
と
な
り
ま
す
。

ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

白馬村消防団幹部名簿
分団 役職 氏名 地区

本部
団長 太田　寛展 南　部
副団長 丸山　智彦 中　部
統括分団長 奥村　瑞樹 北　部

南部分団

分団長 武田　一希 飯　森

副分団長
横川　敦 飯　田
西沢　亮平 沢　渡
原田　瑞希 堀之内

中部分団

分団長 横田　信重 白馬町

副分団長
久田　重太 嶺　方
丸山　智久 八　方
内川　直人 大　出

北部分団

分団長 古瀬　和哉 塩　島

副分団長
中西　岳人 通
宮原　伸祐 森　上
服部　力 落　倉

野
良
猫
を
増
や
さ
な
い

取
組
み
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

村
内
で
野
良
猫
に
よ
る
糞
尿
被
害
等

の
事
例
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
猫
は

繁
殖
力
が
非
常
に
高
く
、雌
猫
は
年
に

3
回
出
産
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま

た
、生
ま
れ
た
子
猫
は
半
年
後
に
は
妊

娠
・
出
産
が
可
能
と
な
り
ま
す
。
春
に

な
り
、暖
か
く
な
る
こ
と
で
猫
の
活
動

も
活
発
に
な
り
ま
す
。
エ
サ
や
り
を
行

う
こ
と
で
、栄
養
状
態
も
よ
く
な
り
繁

殖
力
も
増
し
、地
域
で
さ
ら
に
野
良
猫

が
増
え
続
け
糞
尿
等
の
被
害
が
拡
大

し
ま
す
。
か
わ
い
い
か
ら
、か
わ
い
そ

う
だ
か
ら
と
い
う
理
由
で
安
易
に
エ

サ
を
与
え
る
こ
と
は
猫
に
と
っ
て
も

良
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

野
良
猫
に
エ
サ
や
り
を
行
う
場
合
は
、

周
辺
住
民
の
同
意
を
得
て
左
記
の
点

を
心
掛
け
、野
良
猫
を
増
や
さ
な
い
よ

う
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

・
置
き
エ
サ
を
し
な
い

　
食
べ
終
え
た
ら
す
ぐ
に
片
付
け
る

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

・
排
泄
場
所
を
用
意
す
る

　
ト
イ
レ
を
設
置
し
、糞
尿
の
後
始
末

を
し
て
く
だ
さ
い
。

・
不
妊
去
勢
手
術
を
行
う

　
野
良
猫
を
増
や
さ
な
い
た
め
に
、不

妊
去
勢
手
術
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

お問合せ　白馬村役場　住民課　電話：0261-85-0715
大町保健福祉事務所　食品・生活衛生課　電話：0261-23-6528
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白
馬
村
図
書
館
協
議
会
の
委
員
を
募
集
し
ま
す

加
齢
性
難
聴
者
補
聴
器
等
購
入
費
用
の
助
成
を
し
ま
す

（
令
和
８
年
度
か
ら
の
新
規
事
業
）

　
白
馬
村
図
書
館
の
運
営
及
び
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
広
く
ご
意
見
を
い
た
だ
く
た
め
、
白

馬
村
図
書
館
協
議
会
の
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

１
　
応
募
資
格
：
次
の
要
件
を
全
て
満
た
す
方

　
　
①
白
馬
村
に
住
民
登
録
し
て
い
る
18
歳
以
上
の
方

　
　
②	

現
に
本
村
の
他
の
審
議
会
等
の
公
募
に
よ
る
委
員
に
選
任
さ
れ
て
い
な
い
方

　
　
③
白
馬
村
の
職
員
及
び
議
会
議
員
で
な
い
方

　
　
④
図
書
館
の
運
営
に
つ
い
て
深
い
関
心
の
あ
る
方

２
　
募
集
人
数
：
4
名
以
内

３
　
任
　
　
期
：
任
命
の
日
か
ら
令
和
10
年
3
月
31
日

４
　	

開
催
回
数
：
年
３
回
程
度
（
会
議
は
平
日
で
、
1
回
概
ね
1
時
間
30
分
程
度
を
予
定

し
て
い
ま
す
）

５
　	

報
酬
等
：
会
議
に
出
席
し
て
い
た
だ
い
た
場
合
に
は
、
村
が
定
め
る
報
酬
額
を
お

支
払
い
し
ま
す
。

６
　	

応
募
方
法
：
応
募
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
持
参
・
郵
送
・
電
子
メ
ー
ル

の
い
ず
れ
か
に
よ
り
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
＊	

提
出
し
て
い
た
だ
い
た
応
募
申
込
書
は
返
却
し
ま
せ
ん
の
で
、
予
め
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

　
　
＊	

応
募
申
込
書
の
様
式
は
、
白
馬
村
行
政
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

し
て
い
た
だ
く
か
、
白
馬
村
図
書
館
ま
た
は
生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課
窓
口
（
白
馬

村
保
健
福
祉
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
3
階
）
に
て
お
渡
し
し
ま
す
。

７
　
募
集
期
間
：

　
　
令
和
８
年
4
月
1
日
（
水
曜
日
）
か
ら
令
和
８
年
４
月
30
日
（
木
曜
日
）
ま
で

８
　	

選
考
方
法
：
提
出
さ
れ
た
「
応
募
申
込
書
」
に
よ
り
白
馬
村
審
議
会
等
の
委
員
公
募

要
綱
第
７
条
の
規
定
に
基
づ
き
選
考
を
行
い
ま
す
。

９
　	

選
考
結
果
：
令
和
８
年
5
月
中
旬
に
書
面
に
て
通
知
し
ま
す
。

10
　
申
込
書
提
出
先
・
お
問
合
せ
先

　
　	

白
馬
村
教
育
委
員
会
事
務
局	

生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課

　
　
電
話
：
0
2
6
1
‐
８
５
‐
0
7
2
6

　
　
F
A
X
：
0
2
6
1
‐
８
５
‐
0
7
2
3

　
　
電
子
メ
ー
ル
　gakushu@

vill.hakuba.lg.jp	

　
加
齢
に
よ
り
聞
こ
え
に
不
自
由
が
あ
る
方
に
対
し
て
、
日
常
生
活
の
質
の
向
上
を
目
的
に
、

補
聴
器
の
購
入
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

　
助
成
を
受
け
る
に
は
、
事
前
申
請
が
必
要
で
す
。
購
入
後
の
申
請
は
受
付
が
で
き
ま
せ

ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
不
明
な
点
は
、
問
合
せ
て
く
だ
さ
い
。

１
．
対
象
に
な
る
方
：（
次
の
①
～
⑤
す
べ
て
に
該
当
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
）

①
65
歳
以
上
の
方

②
身
体
障
害
者
手
帳
の
聴
覚
障
害
に
該
当
し
な
い
方

　（
身
体
障
害
者
の
方
に
は
別
途
、
助
成
制
度
が
あ
り
ま
す
）

③
耳
鼻
科
専
門
医
に
よ
り
補
聴
器
装
着
の
必
要
性
を
認
め
ら
れ
た
方（
様
式
第
２
号
を
使
用
）

④
本
人
お
よ
び
世
帯
員
に
、
税
金
な
ど
の
滞
納
が
無
い
方

⑤
本
人
お
よ
び
世
帯
員
に
、
村
民
税
所
得
割
額
46
万
円
以
上
の
者
が
い
な
い
方

２
．
助
成
額
：
補
聴
器
の
購
入
費
用
　
上
限
３
万
円

３
．
助
成
の
回
数
：
１
回
の
み

４
．
申
請
の
流
れ

⑴		

次
の
①
～
③
を
健
康
福
祉
課
に
提
出
。

　
※	

申
請
に
必
要
な
各
用
紙
は
健
康
福
祉
課
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
白
馬
村
行

政
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
が
で
き
ま
す
。

　	

①	

加
齢
性
難
聴
者
補
聴
器
購
入
費
等
助
成
金
交
付
申
請
書
（
様
式
第
１
号
）

　	

②	

専
門
医
が
作
成
し
た
加
齢
性
難
聴
者
補
聴
器
購
入
費
等
助
成
に
関
す
る
意
見
書
（
様

式
第
２
号
）

　	
③	
意
見
書
に
基
づ
き
補
聴
器
販
売
業
者
が
作
成
し
た
見
積
書

⑵		
提
出
書
類
の
審
査
後
に
可
否
を
決
定
し
ま
す
。

⑶		

加
齢
性
難
聴
者
補
聴
器
購
入
費
等
助
成
金
交
付
請
求
書
（
様
式
第
５
号
）
と
領
収
書
を

提
出
し
ま
す
。

⑷	

指
定
口
座
に
助
成
金
を
振
り
込
み
ま
す
。

お問合せ　健康福祉課　電話：0261-85-0713　FAX：0261-72-7001

お問合せ　白馬村教育委員会生涯学習スポーツ課　電話：0261-85-0726
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   お問合せ　白馬村役場　健康福祉課　電話 :0261-85-0713

令
和
８
年
度
　
高
齢
者
肺
炎
球
菌・

高
齢
者
帯
状
疱
疹
　
予
防
接
種
に
つ
い
て

4
月
よ
り
左
記
の
予
防
接
種
が
実
施
さ
れ
ま
す
。対
象
者
の
方
に
順
次
予
診
票
と
説
明
書
を
送
付
し
て
い
き
ま
す
。

接
種
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、こ
の
機
会
に
接
種
に
つ
い
て
ご
検
討
下
さ
い
。

種類 高齢者肺炎球菌 高齢者帯状疱疹

対象者
①65歳の人
②�60歳から64歳で、身障手帳1級相当(心
臓・腎臓・呼吸器障がい・ヒト免疫不全ウイ
ルスによる免疫不全)

①年度内に65歳になる人
②60歳から64歳で、身障手帳1級相当
　（ヒト免疫不全ウイルスによる免疫不全）
③�年度内に70、75、80、85、90、95、100歳
になる人（令和7年度から5年間の経過措
置）

助成
期間 65歳の誕生日から66歳の誕生日の前日まで

令和８年4月1日から令和９年3月31日まで
※�不活化ワクチンの年度をまたいだ補助は
認められません

接種
回数 1回

不活化ワクチン　　又は　　生ワクチン

2回
(2か月以上の間隔を空ける) 1回

費用
2,900円 1回6,600円×2回 2,600円×1回

※生活保護受給者は無料
予診票 65歳の誕生日を迎えた翌月に送付 4月中に対象者宛に送付

予約

村内の医療機関で接種できます。希望される方は各自で医療機関に予約をしてください。
事前に下記の2次元コードを読み取るか、予診票に同封した説明書において、ワクチンのメ
リット・デメリットをご確認ください。
※帯状疱疹の生ワクチンは子どもの定期接種と同じ種類のワクチンを使用するため、流通・
供給状況により取り扱いの無い医療機関・時期があります。送付された説明書に記載の「取
り扱い医療機関リスト」をご確認のうえ、医療機関にご予約ください。

その他

より詳しい情報は下記を読み取ってご確認ください。

厚生労働省
高齢者の肺炎球菌ワクチン

厚生労働省
帯状疱疹ワクチン

※�過去に高齢者肺炎球菌・高齢者帯状疱疹ワクチンを接種されたことのある人、令和８年度接種年齢以外の
人は対象となりませんので、補助が受けられません。全額自己負担であれば接種可能です。
※�帯状疱疹の不活化ワクチンを接種した場合は、2回目も同じ医療機関での予約・接種をお願いいたします。
　お薬手帳などに予防接種済証を貼る等工夫して、重複接種にご注意ください。
※他のワクチンとの同時接種の可否については、各自医療機関にてご確認ください。

または

古
紙
回
収
の
お
知
ら
せ

　
し
ろ
う
ま
女
性
会
で
は
、
次
の
日
程
で
古

紙
回
収
を
行
い
ま
す
。

日
時
：
5
月
12
日
（
火
曜
日
）

　
　
　
午
前
８
時
か
ら
９
時
ま
で

場
所
：
協
和
ウ
イ
ン
グ
白
馬
駐
車
場

〇
回
収
す
る
も
の

　	

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
（
糊
付
け
、
ホ
チ
キ
ス
は

取
外
し
不
要
で
す
）・
カ
レ
ン
ダ
ー
（
金
具

は
外
し
て
く
だ
さ
い
）・
は
が
き
・
名
刺
・

白
地
印
刷
物
・
シ
ュ
レ
ッ
ダ
ー
く
ず
・
ノ
ー

カ
ー
ボ
ン
紙
・
感
熱
紙

〇
出
し
方

　
・	

回
収
業
者
指
定
の
箱
も
し
く
は
段
ボ
ー

ル
箱
に
入
れ
、
ク
ラ
フ
ト
テ
ー
プ
で
止

め
る

　
・	

紙
ひ
も
で
縛
る
か
紙
袋
に
入
れ
る

　
　
※	

バ
ラ
バ
ラ
に
な
ら
な
い
よ
う
に
お
願

い
し
ま
す
。

　
・	

シ
ュ
レ
ッ
ダ
ー
く
ず
は
ビ
ニ
ー
ル
袋
に

入
れ
る

※	

今
回
の
回
収
は
毎
週
火
曜
日
に
行
わ
れ
る

リ
サ
イ
ク
ル
物
の
収
集
と
は
異
な
り
ま
す

の
で
、
各
地
区
の
ご
み
収
積
場
に
置
か
な

い
よ
う
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

お問合せ　白馬村役場　総務課　電話：0261-72-7002
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第
45
回
　
白
馬
村
の
農
林
業
　（
農
政
課
の
業
務
）

　農政課は、農業振興・林業振興・土地改良事業・国土地籍調査といった業務を担当しており、住民と接
する機会が多くあります。
　各係の業務の一部を紹介します。

農業の振興、園芸特産、農業委員会、農業者年金、営農支援センター、農業再生協議
会に関する業務を担当しています。
○農業に関する補助金
・農業機械等導入補助金（対象経費の１/2、上限50万円又は100万円）
・充電式草刈機等（空調服）補助金（対象経費の１/2、上限2万円）
・電気柵導入補助金（対象経費の１/2、上限10万円）、貸出

土地改良事業（ほ場整備など）、農道、農業用水路に関する業務を担当しています。
○地区対象の農業施設への原材料支給（U字溝、砕石、水路蓋など）
・予算の範囲内で地区に支給

林業の振興、林道・治山、有害鳥獣・森林病害虫防除、鳥獣保護に関する業務を担当
しています。
○住民対象の支障木伐採等の補助金
・支障木伐採等補助金（上限10万円）
・森林病害虫防除薬剤等購入補助金（対象経費の１/2、上限4万円）

国土地籍調査に関する事項に関す
る業務を担当しています。
○調査地区
令和６年度から大出地区を調査中
です。

森林整備やクマ等が出没しにくい環境をつくる緩衝帯整備、木材利活用も担当しています。

国土調査法に基づき、土地一筆ごとに所有者・地目・地番を調査し、
境界の確認と測量を行って現況に即した地籍図・地籍簿をつくります。

係　名 業　務

農政係

土地改良係

林務係

国土調査係

田植機

水路U字溝

森林整備

調査の様子

充電式草刈機

水路の補修

   お問合せ　白馬村役場　農政課　電話：0261-85-0766
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経
済
セ
ン
サ
ス
－
活
動
調
査
を
実
施
し
ま
す

「
ス
マ
イ
ル
ボ
ッ
ク
ス
」開
催
日

変
更
の
お
知
ら
せ

令
和
８
年
4
月
か
ら

毎
週
木
曜
日
に
開
催
に
な
り
ま
す
。

経
済
セ
ン
サ
ス
‐
活
動
調
査
は
、
す
べ
て
の
事

業
所
・
企
業
を
対
象
に
、
売
上
、
費
用
、
設
備
投

資
な
ど
経
理
項
目
を
含
む
経
済
活
動
の
実
態
5
年

に
1
度
の
基
幹
統
計
調
査
で
す
。
企
業
の
経
営
活

動
の
詳
細
に
焦
点
を
当
て
、
行
政
施
策
や
民
間
企

業
の
経
営
資
料
と
し
て
利
用
さ
れ
ま
す
。

調
査
内
容

従
業
者
数
、
事
業
の
内
容
、
売
上
金
額
、
費
用

項
目
、
事
業
別
売
上
金
額
な
ど

調
査
対
象

村
内
す
べ
て
の
事
業
所
・
企
業
が
対
象
と
な
り

ま
す
。

こ
の
調
査
で
回
答
し
て
い
た
だ
く
「
事
業
所
」

と
は
、
物
の
生
産
や
販
売
、
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
な

ど
の
経
済
活
動
が

❶	

単
一
の
経
営
主
体
の
も
と
（
グ
ル
ー
プ
企
業
は

含
め
ま
せ
ん
）
で
、

❷
一
定
の
場
所
（
一
区
画
）
を
占
め
て
、

❸
従
業
者
と
設
備
を
有
し
、

❹
継
続
的
に
行
わ
れ
て
い
る
も
の
　
を
い
い
ま
す
。

同
じ
組
織
で
あ
っ
て
も
、
場
所
が
異
な
る
場
合

は
、「
場
所
ご
と
」
に
そ
れ
ぞ
れ
を
別
の
事
業
所

と
し
ま
す
。

管
理
事
務
や
補
助
的
な
経
済
活
動
を
行
っ
て
い

る
場
合
も
、
事
業
所
に
含
め
ま
す
。

基
準
日
　
令
和
8
年
6
月
1
日
現
在

　
ス
マ
イ
ル
ボ
ッ
ク
ス
と
は
み
ん
な
の
場
所
・

住
民
の
集
い
の
場
「
ス
マ
イ
ル
ボ
ッ
ク
ス
」

　
こ
れ
ま
で
の
隔
週
木
曜
日
か
ら
毎
週
木
曜
日

に
変
更
に
な
り
利
用
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

　
午
前
９
時
30
分
か
ら
午
後
12
時
30
分
ま
で
出

入
り
自
由
で
す
。

参
加
費
無
料
・
申
し
込
み
不
要
で
す
。

飲
み
物
は
持
参
く
だ
さ
い
。

　
ゆ
る
～
い
雰
囲
気
で
編
み
物
・
布
ぞ
う
り
・

折
り
紙
を
し
た
り
、
畑
の
こ
と
や
花
の
こ
と
を

教
え
合
っ
て
情
報
交
換
を
楽
し
ん
だ
り
、
自
由

に
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　
お
子
様
連
れ
の
お
母
さ
ん
、
男
性
の
方
も
お

気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
白
馬
村
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

回
答
方
法

   お問合せ　白馬村役場　総務課　電話：0261-72-7002

   お問合せ　白馬村地域包括支援センター　電話：0261-72-6667
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お問合せ　白馬村役場　健康福祉課　電話：0261-85-0713

健
康
づ
く
り
だ
よ
り　
心
の
相
談
会

令
和
８
年
度
大
北
地
区
障
が
い
者
運

動
会
の
開
催
に
つ
い
て（
参
加
者
募
集
）

　
4
月
に
な
り
新
し
い
生
活
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。嬉
し
い

こ
と
や
楽
し
い
こ
と
も
多
い
時

期
で
す
が
、慣
れ
な
い
こ
と
で

心
が
不
安
定
に
な
り
が
ち
な
時

期
で
も
あ
り
ま
す
。心
が
不
安

定
な
時
は
、自
分
一
人
で
は
ネ

ガ
テ
ィ
ブ
な
感
情
か
ら
抜
け
出

す
の
に
時
間
が
か
か
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。一
人
で
悩
み
こ
ま

ず
誰
か
に
話
し
て
、視
野
を
広

め
て
別
の
道（
捉
え
方
）を
探
す

の
は
と
て
も
大
切
な
こ
と
で
す
。

自
分
ら
し
い
生
活
が
で
き
る
よ

う
一
緒
に
考
え
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

令
和
8
年
度　
心
の
相
談
会

日
時　

　

毎
月
第
4
火
曜
日
の
午
前
10

時
か
ら
12
時
と
13
時
か
ら
15
時

　
第
４
火
曜
日
が
祝
日
の
９
月

は
第
5
火
曜
日
・
2
月
は
第
3

火
曜
日

（
日
程
が
変
更
と
な
る
場
合
も

あ
り
ま
す
の
で
、広
報
や
白
馬

村
行
政
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

て
日
程
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
）

場
所

　

�

白
馬
村
保
健
福
祉
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー　

2
階 

福
祉
相

談
室

相
談
方
法

　

面
談
ま
た
は
電
話 

※
要
予

約相
談
時
間

　
�

面
談
は
30
分
か
ら
1
時
間
、

電
話
は
30
分

相
談
料　

　
無
料

相
談
員　

　
臨
床
心
理
士

予
約
方
法

①�

白
馬
村
公
式
L
I
N
E
の
申

請
ボ
タ
ン
よ
り
予
約
を
お
願

い
し
ま
す
。

②�

電
話

　

�

健
康
福
祉
課 

　
０
２
６
１－

８
５－

０
７
１
３

　

大
北
地
区
に
居
住
す
る

障
が
い
者
と
そ
の
家
族
、一

般
住
民
の
方
が
共
に
参
加

し
楽
し
む
た
め
に
、運
動
会

を
開
催
し
ま
す
。ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

１　
日　

  

時

　

６
月
20
日（
土
曜
日
）　　

午
前
９
時
30
分
か
ら
11
時

55
分
ま
で

２　
場　

  

所

　

大
町
市
総
合
体
育
館

（
大
町
市
常
盤
5
6
3
8-

4
4
）

　

送
迎
の
マ
イ
ク
ロ
バ
ス

を
運
行
し
ま
す
の
で
希
望

す
る
方
は
、利
用
し
て
く
だ

さ
い
。

３　
主　

  

催　

　

大
北
地
区
障
が
い
者
運
動

会
実
行
委
員
会（
構
成
団
体
：

福
祉
関
係
団
体
及
び
行
政
機

関
）

４　
競
技
内
容
等（
案
）

　
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
、

玉
入
れ
、パ
ン
食
い
競
争

※�

競
技
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、障

が
い
の
あ
る
人
も
な
い

人
も
共
に
楽
し
め
る
内

容
と
す
る
予
定
で
す
。

５　
参
加
申
し
込
み

　

事
前
に
参
加
申
し
込
み

が
必
要
で
す
。
申
込
者
に

は
、後
日
詳
細
を
連
絡
し
ま

す
。

　

申
込
期
限　

令
和
８
年

5
月
22
日（
金
曜
日
）

　
６　
実
行
委
員
会
事
務
局

　

長
野
県
大
町
保
健
福
祉

事
務
所
福
祉
課
福
祉
係

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
２
６
１－

２
３－

６
５
０
８

Ｆ
Ａ
Ｘ 

：
０
２
６
１－

２
３

－

６
５
０
９

白馬村行政公式ホームページ
心の健康

中
信
県
税
事
務
所

か
ら
の
お
知
ら
せ

自
動
車
税
の

納
付
に
つ
い
て

普
普
通
自
動
車
を
お
持

ち
の
方（
4
月
1
日
現
在
の

名
義
人
）に
課
税
さ
れ
る
自

動
車
税
の
納
期
限
は
令
和

8
年
6
月
1
日（
月
曜
日
）

で
す
。
5
月
上
旬
に
お
手
元

に
届
く「
納
税
通
知
書
」に

よ
り
、
金
融
機
関
、
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
決
済
ア
プ
リ
な

ど
で
納
期
限
ま
で
に
納
め

ま
し
ょ
う
。
5
月
下
旬
に

な
っ
て
も「
納
税
通
知
書
」

が
届
か
な
い
場
合
は
お
問

合
せ
く
だ
さ
い
。

お問合せ　中信県税事務所大町事務所　電話：0261-23-6505

お問合せ　白馬村役場　健康福祉課　電話：0261-85-0713
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図書館だより
No.292

令和8年4月
白馬村図書館
TEL（72）-5200

図書館の
おやすみ

図書館の
開館時間

・月曜日　祝日
・毎　月　最終金曜日（館内整理休館日）
　　　　　→祝日と重なる場合、休館日が変更となります。
・その他　やむを得ず、臨時休館・臨時閉館する場合があります。

午前9時から18時まで

書　　名 著者名

ノラネコぐんだんこんにちは 工藤  ノリコ
関税って、なに?  1 宮路  秀作/監修
ポケモンをさがせ！ろくえいゆうとのであい 姫野  よしかず/絵
大混乱！世界のオーバーツーリズム（5分後に世界のリアル） 永山  多恵子/文

【児童書・絵本】

書　　名 著者名
つくろうひと 村山  早紀
劇場という名の星座 小川  洋子
名前のないカフェ（CREST  BOOKS） ローベルト・ゼーターラー
Japanese  Literature  Reviewed Donald  Richie
考えてるつもりがなくなる。 田村  悠揮
パイシートすごっ！  使わないなんてもったいない！ 深沢  あや
本好きな子どもの育て方 パメラ・ポール
JTB時刻表 2026年4月号 JTBパブリッシング

【一般・郷土】
〇新着案内

『家族戦隊カジレンジャー！』
粂井優子/作　塚本やすし/絵
三木智有/監修 （くもん出版）

夫婦共働きが増えている家庭でも、家事・
育児は主に女性が担ってはいないだろうか。
本書では、既婚男性の家事に費やす時間
の短さは、妻が働いている働いていない
に関わらないと詳述しています。報酬が
発生する家事代行サービス、かたや報酬
を得ることがなく、女性にのみ強く求め
られる「主婦」という仕事。主婦とは誰
のことか、その役割とは何なのか、歴史
的経緯から紐解きます。

内容紹介

〈主婦〉という職業
「愛の労働」の近現代

木村 涼子/著（吉川弘文館）

今
月
の

　お
す
す
め
本

家事がたまると現れる怪獣タタンデ
ナイジャーンやモウカラッポン。そ
んなとき、ぼくの家族はカジレン
ジャーに変身して、それぞれの得意
技で怪獣を退治するよ。家族みんな
で「家事」怪獣をやっつけて、家庭
の平和を守ろう！

雑誌名 特　集

うかたま2026年春号 手づくりの発酵おやつ 山菜と野草のごはんとおかず
旅行読売2026年4月号 日本の美しい道 歩く旅

【雑誌】

山のふもとに立つ「ペンション・ワ
ケアッテ」。ペンションの名前の意
味は？「ワケアリ」のオーナーとは？
不安や秘密を抱えた宿泊客が、おい
しい食事や、大自然に囲まれた静け
さの中でのつかの間の休息から、「な
りたい自分」と「生きたい未来」を
見つける物語。

「底なし森はどこにある？ここにな
いけどそこにある。底なし森に底は
ない。」色あざやかなイラストと、
まるで不思議な呪文のような言葉が
リズムよく次々と紡がれていきます。
声に出して読みたくなる絵本です。

トイレットペーパーのペーとパーが
トイレでみんなを待っているよ！ト
イレは楽しい所、用が足せるのは良
いこと、トイレは怖くないと教えて
くれます。はじめてのトイレトレー
ニングにもぴったりな絵本です。

便利さと引き換えに消えていったも
のたちへの郷愁、尽きない好奇心、
自分自身の体と心のこと、おいしい
お酒を片手におしゃべりしているよ
うな感覚で楽しめる一冊。表紙に登
場するのは、著者の愛猫・トトちゃ
ん。雑誌『オレンジページ』で連載
中の穏やかでクスッと笑えるエッセ
イ。

『ペンション・ワケアッテ』
八木沢  里志/著  （ポプラ社）

『そこなしもりはそこにある』
いとう  ひろし/作 （理論社）

『トイ トイ トイレットペーパー』
大塚 健太/作　くさか みなこ/絵 （講談社）

『ちょっと角の酒屋まで』
角田  光代/著 （（株）オレンジページ）

〇お知らせ
『白馬村図書館 ボランティア募集』
図書館に関心を持ち、活動をサポートしてくれる方を募集
しています。
募集対象者：中学生以上
主な活動内容:本の修理や装備、書架整理、郷土資料の整理、
イベントの補助など
詳しくは、募集申込書をご覧いただくか、白馬村図書館ま
でお問合せください。
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■ 乳幼児健診等 会場：白馬村保健福祉ふれあいセンター1階
月　日 曜　日 事業名 対象になるお子さん

4月27日 月曜日 理学療法(PT)相談 予約制
4月28日 火曜日 2か月育児相談 令和8年2月生
5月11日 月曜日 育児相談 予約制
5月14日 木曜日 1歳半健診 令和6年8月から11月4日生
5月20日 水曜日 よちよち相談 令和7年1月から2月生
5月20日 水曜日 ぴよぴよ教室 令和7年11月から令和8年1月生
5月25日 月曜日 理学療法(PT)相談 予約制
5月28日 木曜日 2か月育児相談 令和8年3月生
5月29日 金曜日 前期乳児健診 令和8年1月から1月19日生
5月29日 金曜日 後期乳児健診 令和7年6月から7月23日生

保健ガイド　4月から 5月まで

15日から翌月末までの予定を日付順に記載しています。

■ 予防接種 会場：白馬村保健福祉ふれあいセンター1階
月　日 曜　日 事業名 対象になるお子さん

4月24日 金曜日 乳幼児予防接種 個別にご案内しています
5月15日 金曜日 乳幼児予防接種 個別にご案内しています
5月19日 火曜日 麻しん風しん 年長児

お問合せ　白馬村こども家庭センター（白馬村教育委員会　子育て支援課内）　電話：0261-85-8101

■ 子育て支援ルーム

【なかよし広場のお知らせ】
☆なかよし広場は、白馬村保健福祉ふれあいセンター内（3階）に移転しました。
☆乳幼児のお子さんとご家族が自由に遊び交流できる「親子の居場所」です。ぜひお気軽にお越しください。
※月曜日から金曜日　午前 9時 30分から 12時（土曜日、日曜日、祝日は、休館日です）
※支援ルームは登録制となっておりますので、初回利用時に登録カードの記入をお願いします。
※イベントの予約は子育て支援ルームに連絡ください。
※行事日程や、急な休館等の情報は白馬村行政公式ホームページ、白馬村公式 LINE に掲載します。
※白馬村公式 LINE の事前登録をお勧めします。
　お問合せ　白馬村子育て支援ルーム（子育て支援課）　電話：080-6930-1518（移転期間中は、携帯電話へご連絡ください）

月　日 曜　日 事業名 対　象 時　間
 5月8日 金曜日 読み聞かせおはなし会 未就園児親子 11時15分から

■心配ごと相談
開 設 日 時　間 場　所 相　談　員 お問合せ先

5月12日（火曜日） 13時から15時まで
白馬村保健福祉

ふれあいセンター2階
ボランティアルーム

司法書士
人権擁護委員
民生児童委員

白馬村社会福祉協議会
0261-72-7230

※予約は必要ありませんので、お気軽にお越しください。

■人権・心配ごと相談

開 設 日 時　間 場　所 相　談　員 お問合せ先

6月2日（火曜日） 13時から16時まで
白馬村保健福祉

ふれあいセンター2階
ボランティアルーム

人権擁護委員 白馬村社会福祉協議会
0261-72-7230

※予約は必要ありませんので、お気軽にお越しください。※6月1日は人権擁護委員協議会「委員の日」です。

■心の相談会（予約制）
開 設 日 時　間 場　所 お問合せ先

 4月28日（火曜日）
10時から15時まで 白馬村保健福祉ふれあいセンター

2階　福祉相談室 白馬村役場健康福祉課　0261-85-0713
 5月26日（火曜日）

※予約は電話または公式LINEの電子申請からお願いします。
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人口：8,875 人　男：4,521 人　女：4,354 人　世帯：4,907 世帯
（令和 8年 4月 1日現在）

4
2026
vol.595

編集後記
令和８年度が始まりました。第６次総合計画が策定となり、最初の年度ということで総合計画の概要を掲載
させていただきました。令和８年度予算の概要や白馬村の新年度の体制など、年度が替わったことによる組織
の変更や、手続きのお願い等の情報を掲載させていただきましたので、ご一読していただければ幸いです。また、
広報担当も今年度から変更となります。どうぞよろしくお願いします。
� （広報編集担当：藤戸）

有料広告欄

ケーブルテレビ白馬指定管理者：
株式会社エーアイシーコミュニケーションズ

受付時間：平日 8 時 30 分～17 時 30 分
　　　　　・加入／故障等のお問い合わせは
　　　　　　　　　　　　TEL 0261-85-0074
　　　　　・取材等のお申し込みは
　　　　　　　　　　　　TEL 0261-85-0116

地域包括支援センターです
お気軽に72-6667 にお電話ください
（白馬村の4年生が1月にサポーター
になりました。）
白馬村の認知症サポーター数2,075人

（令和8年 3月現在）

ケーブルテレビ白馬に関するお問い合わせは… 認知症の相談窓口は

スマホアプリで広報はくば配信中！！

姉妹都市コーナー

静 岡 県  河  津  町 和 歌 山 県  太  地  町

ナガスクジラの
ご当地ポストが
設置されました
令和8年3月19日　太地町公民館で7基目となるナ

ガスクジラのご当地ポストの除幕式が行われました。
ポストの色は太地の海をイメージしており、かわ

いくて迫力のあるナガスクジラが大きく口を開けて
水面から飛び出したデザインとなっています。
当町におけるご当地ポスト設置の取り組みは、地
方創生を進める日本郵便からの提案で町が協力をし、
「町おこし」を目的に行っています。
太地町へお越しの際は是非、ホエールウォッチン

グをする気分で鯨類のポスト巡りを楽しんでみてく
ださい。

声を揃えて「なんまんだぶ」
涅槃堂祭り「涅槃会

え
」が２月15日、涅槃堂＝沢

田区＝で開催されました。涅槃会は釈迦の命日で
ある２月15日に毎年行われています。「百万遍念
仏」では参拝に訪れた人々が輪になって念仏を唱
えながら大きな数珠を回し、無病息災を願いまし
た。上原美術館の上席学芸員田島整氏とフリーア
ナウンサーの久保沙里菜氏による特別対談も行わ
れ、大いに盛り上がりました。

広告募集中 広報はくば及び白馬村行政公式ホームページに掲載する広告（有料）を募集しています ＊お問合せ 白馬村役場総務課

大数珠をみんなで回す
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